
　多
く
の
皆
様
に
、
議
会
を
「
見

て
・
聞
い
て
・
読
ん
で
」
と
、
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
、Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
議
会
の

実
況
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
随
所

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　広
報
媒
体
と
し
て
は
、
今
、
皆

様
に
お
読
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
「
市
議
会
だ
よ
り
」
が
あ
り
ま
す
。

私
も
「
だ
よ
り
」
の
委
員
と
し
て
、

市
内
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
と
い

う
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、
ど
う

す
れ
ば
議
会
が
活
動
し
て
い
る
姿

を
正
確
に
、
分
か
り
や
す
く
伝
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
力

を
合
わ
せ
、
試
行
錯
誤
し
今
後
も
、

市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
制
作
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　

 

（
大
足
光
司 

記
）

○議会本会議・委員会をインターネッ
トで生中継します。また、録画を見る
ことができます。
　［たかはぎＦＭ(76.8MHz)でも本会議
と常任委員会の放送をしています］
○会議録の閲覧・検索ができます。平
成21年からの会議録が対象となりま
す。第３回定例会の会議録は、11月
下旬に閲覧可能となります。

高萩市議会 検索

　私は仕事の都合で議会を傍聴することが出来な
かったのですが、最近ＦＭラジオやインターネッ
トで放送されるようになり、仕事の合間でも議会
の様子を見聞きできるようになったことは、とて
も良いことだと思います。
　最近では、携帯電話やパソコン等も各年層に普
及され、暮らしの中でも必要な情報が誰でも簡単
に得られるシステムツールが活用されるようにも
なりました。
　そのように、いつでも何処でもリアルタイムで、
市の様子や、議会の様子、または、議員活動の情
報等、議員の皆様もこれらの情報システムを積極
的に活用されてはいかがでしょうか。情報環境を
整えれば、もっと市民に分かりやすくなるかと思
います。また、それらを市民が見聞することによ
り、もっと新しい発想もうまれ、市民の声も市政・
行政に広く繋がるようになるかと思います。
　市民は、各議員の活動や考えが分からないこと
もあり、様々な情報手段を活用して、広く聞かせ
てほしいと思います。
　また、議会の中での発言や質問で、議員各々の
考えはあるとは思いますが、市民の代表者である
のですから「まちのために、地域のために、そして
市民のために」を考えて行動していただきたいと思
います。

春日町　鈴木　健司さん

傍聴においでください議会のホームページ
をご覧ください

本会議　議案上程

本会議　一般質問　

本会議　一般質問

本会議　議案質疑　

文教厚生委員会

総務建設経済委員会

震災復興等対策特別委員会

議会改革等調査特別委員会　

本会議　採決

12月６日（金）

９日（月）

10日（火）

12日（木）

13日（金）

16日（月）

17日（火）

18日（水）

20日（金）

第４回定例会（12月）予定

※日程等が変更になることがあります。詳しいことは、

　議会事務局までお問い合わせください。

　私は、７年前に子供達に英語を教えるためＡＬ
Ｔとして、高萩にアメリカから来日しました。当
時は、日本語もあまり話せなくて困っていました
が、高萩のみなさんが言葉や文化等を教えて下さ
り、優しく親切にしてくれました。
　２年前の震災でアメリカに帰ろうかと思いまし
たが、子供達や親切にしてくれた方々、そして大
好きになった高萩のために何かをしたい。そのよ
うな気持ちが高まり、現在は高萩に大切な家族と
住所を得て、地域の方々とボランティア活動等を
も行いながら暮らしています。
　私の生まれたアメリカ、メリーランド州ボルチ
モアは、港や歴史的な観光スポットがある古いま
ちです。またスポーツも盛んです。ここに住んで
いる人々は、誰もがスポーツやエンターテイメン
ト、文化を愛し、自分たちの誇りとして言葉にし
ます。
　授業の時に「高萩は好きですか？」と子供達に聞
いてみると、好きという言葉があまり聞けません。
私は「なぜ？」と思います。産業、観光、歴史文化、
そして優しさがあるまちであるのに・・・。
　その言葉は、大人からも聞くときもあります。
　皆さんが生まれ育ったまちが心から愛せるまち
として、５年、10年先の未来を描き、明るく、誇
りに思う高萩となるように、私もこのまちで頑張
りたいです。

本町　クリストファー・ゴーディシュさん
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平成25年第3回定例会平成25年第3回定例会 まちなかパーティー2013まちなかパーティー2013 議
会
だ
よ
り

　編
集
特
別
委
員
会

委

員

長

　今

　川

　敏

　宏

副
委
員
長

　田

　所

　和

　雄

委

　
　員

　大

　足

　光

　司

　
　
　
　
　岩

　倉

　幹

　良

　
　
　
　
　小

　宅

　
　
　誠

　
　
　
　
　飯

　田

　毅

　昭

　
　
　
　
　我

　妻

　康

　伸

議案に対する質疑

委員会審査報告

市政に対する一般質問

討論・議案等審議結果

特別委員会報告

………… ２

…………… ４

…… ６

…… 12

…………… 13

市 声民 の

議会

編

集

後

記

たかはぎ

会期　９月６日～９月26日

た
か
は
ぎ
議
会
だ
よ
り
１
２
６
号

２
０
１
３
年
11
月
５
日
発
行

発
行

　高
萩
市
議
会

　
　発
行
責
任
者

　議
長

　吉
川

　道
隆

〒3
1
8
 - 8
5
1
1
  

茨
城
県
高
萩
市
春
日
町3

 - 1
0
 - 1
6

電
話 

（0
2
9
3

）23
 - 5
3
7
3

　
　F 

A 

X 

（0
2
9
3

）24
 - 4
2
9
4

2013年11月5日　Ｎｏ.1262013年11月5日　Ｎｏ.126

10月19日（土）駅前大型店跡地
高萩活性化事業委員会主催
10月19日（土）駅前大型店跡地
高萩活性化事業委員会主催



（ 3 ）2013年11月5日 （ 2 ）2013年11月5日(第126号)

議 案 質 疑

(第126号)

高萩スカウトフィールド

議 案 質 疑

今
川
敏
宏

　議
員

質
問

　目
的
と
市
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

総
務
部
長

　職
員
の
人
材
育
成
の
制
度
の

充
実
が
目
的
で
、
職
員
の
自
己
研
鑽
の
選

択
肢
が
増
え
、
市
政
に
反
映
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る

。今
川
敏
宏

　議
員

質
問

　災
害
時
の
孤
立
防
止
の
た
め
に
防

災
行
政
無
線
を
整
備
す
る
計
画
だ
が
、
災

害
時
は
誰
が
使
用
す
る
の
か
。

総
務
部
長

　防
災
行
政
無
線
の
管
理
は
市

で
行
い
、
災
害
時
は
自
主
防
災
組
織
や
避

難
所
の
方
な
ど
、
地
元
住
民
が
使
用
で
き

る
よ
う
操
作
説
明
を
行
い
地
域
等
で
訓
練

を
行
え
る
よ
う
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平

　正
三

　議
員

質
問

　市
報
発
送
経
費
の
２
６
９
万
３
０

０
０
円
の
補
正
の
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

総
務
部
長

　業
者
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
従

来
の
料
金
で
合
意
で
き
ず
、
価
格
の
見
直

し
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

質
問

　市
報
等
の
配
布
を
常
会
等
配
布
か

ら
新
聞
折
込
み
に
変
わ
っ
た
の
は
、
財
政

健
全
化
計
画
に
よ
る
経
費
削
減
の
た
め
で

あ
る
。
補
正
予
算
の
結
果
、
経
費
面
で
ほ

と
ん
ど
同
じ
に
な
っ
た
。
常
会
の
存
在
意

義
、
地
域
の
共
同
の
手
段
と
し
て
市
報
な

ど
常
会
、
自
治
会
配
布
に
す
べ
き
で
あ
る

が
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長

　市
報
等
の
配
布
は
、
現
行
方
式
で

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
川
敏
宏

　議
員

質
問

　都
市
計
画
道
路
再
検
討
基
礎
調
査

委
託
料
の
内
容
は
。

建
設
経
済
部
長

　都
市
計
画
道
路
３
・
３

・
９
号
線
（
石
滝
赤
浜
線
）
の
南
北
へ
の

延
伸
に
つ
い
て
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
の

で
、
市
内
の
都
市
計
画
道
路
全
13
路
線
の

再
検
討
を
行
う
。

飯
田
毅
昭

　議
員

質
問

　秋
山
小
学
校
北
側
校
舎
改
築
事
業

に
お
い
て
、
予
定
す
る
校
舎
の
概
要
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

教
育
部
長

　新
築
予
定
の
校
舎
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
、
教
室
数
は
６
〜

８
を
考
え
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
使
用

す
る
秋
山
小
学
校
と
十
分
に
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
進
め
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
来

年
３
月
末
ま
で
に
解
体
し
、
来
年
度
内
の

完
成
を
目
指
す
。

質
問

　松
岡
小
学
校
藩
校
就
将
館
の
整
備

内
容
を
伺
う
。

市
長

　市
民
の
郷
土
愛
と
誇
り
を
高
め
る

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
高
萩
ブ
ラ
ン

ド
の
創
出
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
歴

史
の
再
発
見
、
今
回
の
整
備
は
そ
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
就

将
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
松
岡
城
主
・
中

山
公
の
子
孫
よ
り
寄
附
を
い
た
だ
き
基
金

と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
充
て
て
い
る
。
今

回
は
そ
の
基
金
を
用
い
て
、
先
祖
の
甲
冑

を
完
全
復
元
し
、
松
岡
、
就
将
館
そ
し
て

高
萩
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
、
ま
た
、
「
高

萩
学
の
す
す
め
」
と
し
て
学
校
で
の
学
習

に
も
活
用
し
て
い
く
。

大
足
光
司

　議
員

質
問

　秋
山
中
集
会
所
外
構
改
修
工
事
請

負
費
１
０
７
万
５
千
円
に
つ
い
て

総
務
部
長

　内
容
は
秋
山
児
童
ク
ラ
ブ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
秋
山
小
学
校
北
校
舎
の

改
修
に
伴
い
、
秋
山
中
集
会
所
を
学
童
ク

ラ
ブ
と
し
て
利
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
秋

山
中
集
会
所
は
国
道
４
６
１
号
に
接
し
て

お
り
、
児
童
の
飛
び
出
し
等
を
懸
念
す
る
。

そ
の
た
め
集
会
所
入
り
口
の
門
扉
設
置
等

工
事
を
実
施
し
、
安
全
向
上
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
工
事
内
容
は
、
門
扉
設
置
１
基
、

フ
ェ
ン
ス
設
置
１
式
、
舗
装
50
平
米
を
予

定
。

質
問

　高
萩
ス
カ
ウ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
整
備

促
進
補
助
金
１
５
０
万
円
に
つ
い
て

経
営
戦
略
部
長

　ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本

連
盟
で
は
、
高
萩
ス
カ
ウ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

を
小
中
学
生
や
指
導
者
の
訓
練
の
場
と
し

て
利
用
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

平
成
27
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
重
点
的
に

整
備
が
実
施
さ
れ
る
。
本
年
度
は
、
本
格

的
な
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な

る
井
戸
等
、
生
活
施
設
の
整
備
を
行
う
。

菊
地
正
芳

　議
員

質
問

　地
域
課
題
把
握
実
態
調
査
委
託
料

の
目
的
と
事
業
内
容
に
つ
い
て

健
康
福
祉
部
長

　病
気
や
障
害
を
持
つ
人

達
が
、
安
心
し
て
住
み
な
れ
た
場
所
で
自

分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
、
医
療
、
介

護
、
福
祉
が
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
域
の
課
題
を
把

握
す
る
た
め
実
態
調
査
を
し
ま
す
。

質
問

　じ
ん
芥
処
理
事
務
経
費
の
増
額
理

由
に
つ
い
て

市
民
生
活
部
長

　リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

長
は
環
境
衛
生
課
長
が
兼
務
す
る
予
定
で

い
ま
し
た
が
、
管
理
強
化
を
図
る
た
め
嘱

託
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

質
問

　し
尿
処
理
経
費
の
中
で
光
熱
水
費

の
増
額
理
由
に
つ
い
て

市
民
生
活
部
長

　花
貫
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
し
尿
処
理
の
下
水
道
放
流
に

伴
う
水
道
使
用
料
で
す
。
具
体
的
に
は
３

月
か
ら
希
釈
水
と
し
て
使
用
し
て
い
た
井

戸
ポ
ン
プ
の
揚
水
量
が
減
少
し
、
７
月
に

な
っ
て
も
復
旧
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
12
月
ま
で
の
水
道
料
を
補
正
計
上
し
ま

し
た
。

報告第10号　専決処分の承認を求めることについて

　　　　　　（損害賠償の額の決定及び和解について）

報告第11号　専決処分の報告について（損害の額の決

定及び和解について）

報告第12号　平成24年度高萩市一般会計継続費精算報

告書について

報告第13号　高萩市健全化判断比率について

報告第14号　高萩市資金不足比率について

報告第15号　専決処分の報告について（損害賠償の額

の決定について）

議案第46号　高萩市教育委員会の委員の任命について

議案第47号　高萩市公共施設管理計画策定委員会条例

の制定について

議案第48号　高萩市職員の自己啓発等休業に関する条

例の制定について

議案第49号　高萩市税外諸収入の滞納金督促手数料及

び延滞金徴収条例の一部改正について

議案第50号　高萩市後期高齢者医療に関する条例の一

部改正について

議案第51号　高萩市介護保険条例の一部改正について

議案第52号　高萩市火災予防条例の一部改正について

議案第53号　中戸川辺地総合整備計画の変更について

議案第54号　大能辺地総合整備計画の策定について

議案第55号　上君田辺地総合整備計画の策定について

議案第56号　下君田辺地総合整備計画の策定について

議案第57号　若栗辺地総合整備計画の策定について

議案第58号　横川辺地総合整備計画の策定について

議案第59号　平成25年度高萩市一般会計補正予算

　　　　　　 (第３号)

議案第60号　平成25年度高萩市国民健康保険事業特別

会計補正予算(第１号)

議案第61号　平成25年度高萩市介護保険事業特別会計

補正予算(第１号)

議案第62号　平成25年度高萩市水道事業会計補正予算

                   (第２号)

議案第63号　平成25年度高萩市工業用水道事業会計補

正予算(第１号) 

議案第64号　平成24年度高萩市一般会計歳入歳出決算

認定について

議案第65号　平成24年度高萩市国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算認定について

議案第66号　平成24年度高萩市後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算認定について

議案第67号　平成24年度高萩市介護保険事業特別会計

歳入歳出決算認定について

議案第68号　平成24年度高萩市霊園事業特別会計歳入

歳出決算認定について

議案第69号　平成24年度高萩市水道事業会計決算認定

について

議案第70号　平成24年度高萩市工業用水道事業会計決

算認定について

議案第71号　高萩市水道事業会計利益の処分について

議案第72号　高萩市工業水道事業会計利益の処分につ

いて

【９月26日提出】

政治倫理委員会について

意見書案第2号　地方税財源の充実確保を求める意見書

　 の提出について

意見書案第3号　教育予算の拡充を求める意見書の提出

　 について

提出された議案等

疑疑

孤
立
対
策
用
防
災
行
政
無
線

リサイクルセンター

中山公の甲冑

議議議
案
質
疑

案
質
疑

案
質
疑

議
案
第
48
号
　
高
萩
市
職
員
の
自
己

啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

議
案
第
53
号
　
中
戸
川
辺
地
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
か
ら

議
案
第
58
号
　
横
川
辺
地
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
ま
で

議
案
第
59
号
　
平
成
25
年
度
高
萩
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
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議 案 質 疑

(第126号)

高萩スカウトフィールド

議 案 質 疑

今
川
敏
宏

　議
員

質
問

　目
的
と
市
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

総
務
部
長

　職
員
の
人
材
育
成
の
制
度
の

充
実
が
目
的
で
、
職
員
の
自
己
研
鑽
の
選

択
肢
が
増
え
、
市
政
に
反
映
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る

。今
川
敏
宏

　議
員

質
問

　災
害
時
の
孤
立
防
止
の
た
め
に
防

災
行
政
無
線
を
整
備
す
る
計
画
だ
が
、
災

害
時
は
誰
が
使
用
す
る
の
か
。

総
務
部
長

　防
災
行
政
無
線
の
管
理
は
市

で
行
い
、
災
害
時
は
自
主
防
災
組
織
や
避

難
所
の
方
な
ど
、
地
元
住
民
が
使
用
で
き

る
よ
う
操
作
説
明
を
行
い
地
域
等
で
訓
練

を
行
え
る
よ
う
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平

　正
三

　議
員

質
問

　市
報
発
送
経
費
の
２
６
９
万
３
０

０
０
円
の
補
正
の
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

総
務
部
長

　業
者
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
従

来
の
料
金
で
合
意
で
き
ず
、
価
格
の
見
直

し
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

質
問

　市
報
等
の
配
布
を
常
会
等
配
布
か

ら
新
聞
折
込
み
に
変
わ
っ
た
の
は
、
財
政

健
全
化
計
画
に
よ
る
経
費
削
減
の
た
め
で

あ
る
。
補
正
予
算
の
結
果
、
経
費
面
で
ほ

と
ん
ど
同
じ
に
な
っ
た
。
常
会
の
存
在
意

義
、
地
域
の
共
同
の
手
段
と
し
て
市
報
な

ど
常
会
、
自
治
会
配
布
に
す
べ
き
で
あ
る

が
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長

　市
報
等
の
配
布
は
、
現
行
方
式
で

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
川
敏
宏

　議
員

質
問

　都
市
計
画
道
路
再
検
討
基
礎
調
査

委
託
料
の
内
容
は
。

建
設
経
済
部
長

　都
市
計
画
道
路
３
・
３

・
９
号
線
（
石
滝
赤
浜
線
）
の
南
北
へ
の

延
伸
に
つ
い
て
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
の

で
、
市
内
の
都
市
計
画
道
路
全
13
路
線
の

再
検
討
を
行
う
。

飯
田
毅
昭

　議
員

質
問

　秋
山
小
学
校
北
側
校
舎
改
築
事
業

に
お
い
て
、
予
定
す
る
校
舎
の
概
要
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

教
育
部
長

　新
築
予
定
の
校
舎
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
、
教
室
数
は
６
〜

８
を
考
え
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
使
用

す
る
秋
山
小
学
校
と
十
分
に
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
進
め
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
来

年
３
月
末
ま
で
に
解
体
し
、
来
年
度
内
の

完
成
を
目
指
す
。

質
問

　松
岡
小
学
校
藩
校
就
将
館
の
整
備

内
容
を
伺
う
。

市
長

　市
民
の
郷
土
愛
と
誇
り
を
高
め
る

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
高
萩
ブ
ラ
ン

ド
の
創
出
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
歴

史
の
再
発
見
、
今
回
の
整
備
は
そ
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
就

将
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
松
岡
城
主
・
中

山
公
の
子
孫
よ
り
寄
附
を
い
た
だ
き
基
金

と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
充
て
て
い
る
。
今

回
は
そ
の
基
金
を
用
い
て
、
先
祖
の
甲
冑

を
完
全
復
元
し
、
松
岡
、
就
将
館
そ
し
て

高
萩
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
、
ま
た
、
「
高

萩
学
の
す
す
め
」
と
し
て
学
校
で
の
学
習

に
も
活
用
し
て
い
く
。

大
足
光
司

　議
員

質
問

　秋
山
中
集
会
所
外
構
改
修
工
事
請

負
費
１
０
７
万
５
千
円
に
つ
い
て

総
務
部
長

　内
容
は
秋
山
児
童
ク
ラ
ブ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
秋
山
小
学
校
北
校
舎
の

改
修
に
伴
い
、
秋
山
中
集
会
所
を
学
童
ク

ラ
ブ
と
し
て
利
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
秋

山
中
集
会
所
は
国
道
４
６
１
号
に
接
し
て

お
り
、
児
童
の
飛
び
出
し
等
を
懸
念
す
る
。

そ
の
た
め
集
会
所
入
り
口
の
門
扉
設
置
等

工
事
を
実
施
し
、
安
全
向
上
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
工
事
内
容
は
、
門
扉
設
置
１
基
、

フ
ェ
ン
ス
設
置
１
式
、
舗
装
50
平
米
を
予

定
。

質
問

　高
萩
ス
カ
ウ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
整
備

促
進
補
助
金
１
５
０
万
円
に
つ
い
て

経
営
戦
略
部
長

　ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本

連
盟
で
は
、
高
萩
ス
カ
ウ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

を
小
中
学
生
や
指
導
者
の
訓
練
の
場
と
し

て
利
用
す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

平
成
27
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
重
点
的
に

整
備
が
実
施
さ
れ
る
。
本
年
度
は
、
本
格

的
な
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な

る
井
戸
等
、
生
活
施
設
の
整
備
を
行
う
。

菊
地
正
芳

　議
員

質
問

　地
域
課
題
把
握
実
態
調
査
委
託
料

の
目
的
と
事
業
内
容
に
つ
い
て

健
康
福
祉
部
長

　病
気
や
障
害
を
持
つ
人

達
が
、
安
心
し
て
住
み
な
れ
た
場
所
で
自

分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
、
医
療
、
介

護
、
福
祉
が
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
域
の
課
題
を
把

握
す
る
た
め
実
態
調
査
を
し
ま
す
。

質
問

　じ
ん
芥
処
理
事
務
経
費
の
増
額
理

由
に
つ
い
て

市
民
生
活
部
長

　リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

長
は
環
境
衛
生
課
長
が
兼
務
す
る
予
定
で

い
ま
し
た
が
、
管
理
強
化
を
図
る
た
め
嘱

託
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

質
問

　し
尿
処
理
経
費
の
中
で
光
熱
水
費

の
増
額
理
由
に
つ
い
て

市
民
生
活
部
長

　花
貫
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
し
尿
処
理
の
下
水
道
放
流
に

伴
う
水
道
使
用
料
で
す
。
具
体
的
に
は
３

月
か
ら
希
釈
水
と
し
て
使
用
し
て
い
た
井

戸
ポ
ン
プ
の
揚
水
量
が
減
少
し
、
７
月
に

な
っ
て
も
復
旧
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
12
月
ま
で
の
水
道
料
を
補
正
計
上
し
ま

し
た
。

報告第10号　専決処分の承認を求めることについて

　　　　　　（損害賠償の額の決定及び和解について）

報告第11号　専決処分の報告について（損害の額の決

定及び和解について）

報告第12号　平成24年度高萩市一般会計継続費精算報

告書について

報告第13号　高萩市健全化判断比率について

報告第14号　高萩市資金不足比率について

報告第15号　専決処分の報告について（損害賠償の額

の決定について）

議案第46号　高萩市教育委員会の委員の任命について

議案第47号　高萩市公共施設管理計画策定委員会条例

の制定について

議案第48号　高萩市職員の自己啓発等休業に関する条

例の制定について

議案第49号　高萩市税外諸収入の滞納金督促手数料及

び延滞金徴収条例の一部改正について

議案第50号　高萩市後期高齢者医療に関する条例の一

部改正について

議案第51号　高萩市介護保険条例の一部改正について

議案第52号　高萩市火災予防条例の一部改正について

議案第53号　中戸川辺地総合整備計画の変更について

議案第54号　大能辺地総合整備計画の策定について

議案第55号　上君田辺地総合整備計画の策定について

議案第56号　下君田辺地総合整備計画の策定について

議案第57号　若栗辺地総合整備計画の策定について

議案第58号　横川辺地総合整備計画の策定について

議案第59号　平成25年度高萩市一般会計補正予算

　　　　　　 (第３号)

議案第60号　平成25年度高萩市国民健康保険事業特別

会計補正予算(第１号)

議案第61号　平成25年度高萩市介護保険事業特別会計

補正予算(第１号)

議案第62号　平成25年度高萩市水道事業会計補正予算

                   (第２号)

議案第63号　平成25年度高萩市工業用水道事業会計補

正予算(第１号) 

議案第64号　平成24年度高萩市一般会計歳入歳出決算

認定について

議案第65号　平成24年度高萩市国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算認定について

議案第66号　平成24年度高萩市後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算認定について

議案第67号　平成24年度高萩市介護保険事業特別会計

歳入歳出決算認定について

議案第68号　平成24年度高萩市霊園事業特別会計歳入

歳出決算認定について

議案第69号　平成24年度高萩市水道事業会計決算認定

について

議案第70号　平成24年度高萩市工業用水道事業会計決

算認定について

議案第71号　高萩市水道事業会計利益の処分について

議案第72号　高萩市工業水道事業会計利益の処分につ

いて

【９月26日提出】

政治倫理委員会について

意見書案第2号　地方税財源の充実確保を求める意見書

　 の提出について

意見書案第3号　教育予算の拡充を求める意見書の提出

　 について

提出された議案等

疑疑

孤
立
対
策
用
防
災
行
政
無
線

リサイクルセンター

中山公の甲冑

議議議
案
質
疑

案
質
疑

案
質
疑

議
案
第
48
号
　
高
萩
市
職
員
の
自
己

啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

議
案
第
53
号
　
中
戸
川
辺
地
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
か
ら

議
案
第
58
号
　
横
川
辺
地
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
ま
で

議
案
第
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号
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成
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度
高
萩
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
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臨時の児童クラブになる秋山中集会所

避難誘導灯

◇
議
案
等
の
審
査
◇

　９
月
12
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
当
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
条
例

関
係
２
件
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
の
う
ち
文
教
厚
生
委
員

会
所
管
分
、
特
別
会
計
補
正
予
算
２
件
で

あ
り
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
て
の

議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
と
の
結

果
で
し
た
。

　主
な
質
問
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問

　地
域
支
援
事
業
は
ど
の
よ
う
な
事
業

な
の
か
。

答

　３
本
柱
と
し
て
、
①
介
護
予
防
事
業

は
、
１
次
予
防
事
業
と
し
て
心
身
と
も
に

元
気
な
う
ち
か
ら
予
防
す
る
元
気
ア
ッ
プ

運
動
教
室
や
普
及
啓
発
事
業
。
２
次
予
防

と
し
て
介
護
状
態
に
な
る
一
歩
手
前
の
高

齢
者
に
対
し
て
行
う
つ
ま
ず
き
予
防
教
室
。

②
包
括
的
支
援
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
の

総
合
相
談
事
業
、
権
利
擁
護
事
業
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
か
ら
の
困
難
ケ
ー
ス
に
よ

る
相
談
支
援
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
等
の
事
業
。
③
市
町
村
の
任
意
事
業

で
、
家
族
の
介
護
を
支
援
す
る
事
業
で
あ

る
。

問

　地
域
課
題
把
握
実
態
調
査
委
託
で
あ

る
が
、
こ
の
事
業
の
具
体
的
な
背
景
と
調

査
は
。

答

　疾
病
構
造
の
変
化
や
超
高
齢
化
に
対

応
す
る
た
め
に
地
域
の
医
師
、
歯
科
医
師
、

看
護
職
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
多
職
種

協
働
に
よ
る
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
在

宅
医
療
・
介
護
の
支
援
体
制
の
構
築
が
必

要
で
あ
る
背
景
が
あ
る
。
調
査
の
内
容
は
、

医
師
、
訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
対
し
て
は
退
院
支
援
、
日
常
の
療
養
支

援
、
在
宅
療
養
者
の
急
変
時
の
対
応
、
看

取
り
の
４
点
に
つ
い
て
の
連
携
に
対
し
て

の
意
識
調
査
で
、
患
者
や
家
族
に
対
し
て

は
在
宅
医
療
、
在
宅
療
養
生
活
に
対
す
る

意
識
調
査
や
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
に
つ
い

て
の
内
容
と
な
る
。
こ
の
調
査
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
課
題
を
抽
出
し
、

体
制
づ
く
り
の
構
築
に
活
用
す
る
た
め
に

実
施
す
る
。

問

　秋
山
小
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て
、

建
物
の
階
数
と
教
室
数
は
。

答

　校
舎
の
階
数
は
２
階
建
、
６
か
ら
８

教
室
を
予
定
。
児
童
ク
ラ
ブ
や
、
こ
れ
か

ら
、
ひ
と
ク
ラ
ス
の
児
童
数
30
人
か
ら
40

人
を
２
ク
ラ
ス
に
分
け
て
、
少
人
数
の
中

身
の
濃
い
授
業
を
実
施
し
、
成
績
の
向
上

を
も
図
れ
る
よ
う
な
教
育
が
施
さ
れ
て
い

く
こ
と
等
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
場
合
、

ク
ラ
ス
が
足
り
な
く
な
ら
な
い
よ
う
、
教

育
の
あ
り
方
な
ど
も
踏
ま
え
、
先
生
方
や

上
司
と
相
談
し
な
が
ら
必
要
数
を
検
討
し

て
い
く
。

問

　秋
山
中
集
会
所
を
使
用
し
て
一
時
的

に
児
童
ク
ラ
ブ
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と

だ
が
、
内
容
は
。

答

　児
童
ク
ラ
ブ
は
現
在
、
秋
山
小
北
側

校
舎
の
１
階
、
２
教
室
を
使
用
し
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
秋
山
中
集
会
所
を
一
時
的

に
使
用
し
て
い
く
。
新
校
舎
が
で
き
れ
ば
、

児
童
ク
ラ
ブ
で
２
教
室
を
使
用
で
き
る
よ

う
に
整
備
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

問

　国
民
体
育
大
会
開
催
推
進
の
内
容
は
。

答

　平
成
31
年
茨
城
国
体
で
は
、
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
本
市
の
会
場
と
な
る

予
定
で
あ
る
。
市
内
に
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
選
手
が
い
な
い
の
で
、
日
本
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
委
員
の
方
が
毎
月

来
て
指
導
を
い
た
だ
く
予
定
。
練
習
場
所

は
、
市
民
体
育
館
の
２
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
を
考
え
て
い
る
。
小
学
生
の
う
ち
か
ら

練
習
す
れ
ば
、
国
体
開
催
時
に
は
高
校
生

に
な
り
、
国
体
に
出
ら
れ
る
よ
う
な
選
手

を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◇
議
案
の
審
査
◇

　当
委
員
会
は
、
決
算
に
関
す
る
議
案
第

59
号
か
ら
議
案
第
72
号
ま
で
を
、
９
月
18

日
と
19
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま

し
た
。
質
疑
等
が
行
わ
れ
、
全
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

◇
議
案
等
の
審
査
◇

　９
月
17
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

報
告
１
件
、
議
案
13
件
、
陳
情
１
件
の
審

査
と
所
管
事
項
調
査
を
行
っ
た
。

○
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ

い
て

問

　交
通
事
故
関
係
の
損
害
賠
償
の
案
件

が
多
い
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

る
の
か
。

答

　庁
内
の
各
施
設
に
安
全
運
転
管
理
者

を
配
置
し
、
安
全
運
転
の
教
育
指
導
を
し

て
い
る
。
安
全
運
転
競
技
大
会
に
積
極
的

に
職
員
を
参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
公
用

車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
、

安
全
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

○
高
萩
市
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

　職
場
復
帰
後
の
処
遇
は
ど
う
な
る
の

か
。

答

　同
期
の
職
員
と
同
等
の
給
与
体
系
が

と
れ
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

○
平
成
25
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

問

　市
報
発
送
等
経
費
補
正
２
６
９
万
円

の
契
約
の
方
法
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

　当
初
予
算
で
２
７
０
万
円
計
上
し
て

い
た
が
、
業
者
の
変
更
に
伴
い
委
託
契
約

の
見
直
し
が
あ
っ
た
。
新
聞
折
込
み
９
７

０
０
世
帯
、
４
０
７
万
円
。
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
９
０
０
世
帯
、
１
３
１
万
円
。
合
計
５

３
９
万
円
に
な
っ
た
。
金
額
の
変
更
が

あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
は
月
ご
と
の
契
約

を
し
て
い
る
が
、
来
年
度
か
ら
は
お
お
よ

そ
年
間
５
４
０
万
円
で
の
契
約
に
な
る
。

問

　公
共
施
設
管
理
計
画
基
本
方
針
策
定

委
託
料
７
３
５
万
円
の
具
体
的
な
事
業
内

容
は
。

答

　人
口
的
、
財
政
的
な
制
約
が
あ
る
中

で
、
公
共
施
設
と
イ
ン
フ
ラ
を
今
後
ど
の

よ
う
に
管
理
す
る
の
か
最
善
の
方
針
を
出

す
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
ど
こ
を
残
す

か
、
統
合
す
る
か
、
廃
止
す
る
か
、
い
つ

や
る
か
、
基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

問

　グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
て
つ
な
粗
造
成
地

利
活
用
計
画
策
定
委
託
料
３
１
１
万
円
の

具
体
的
な
事
業
内
容
は
。

答

　住
宅
公

社
の
破
産
処

理
に
よ
り
、

約
13
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
粗
造

成
地
が
市
の

財
産
に
な
っ

た
。
地
域
住

民
か
ら
、
良

好
な
住
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
を
求
め
る

要
望
書
が
出
て
い
る
。①
良
好
な
住
環
境

に
配
慮
し
た
土
地
利
用
、②
行
政
課
題
、

住
民
福
祉
に
沿
っ
た
土
地
利
用
、③
財
政

負
担
の
軽
減
を
図
る
利
活
用
、
の
３
点
を

指
針
と
し
て
、
具
体
的
な
利
活
用
策
を
抽

出
、
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

　土
地
鑑
定
評
価
委
託
料
１
１
９
４
万

円
の
事
業
内
容
は
。

答

　平
成
27
年
度
の
土
地
評
価
替
え
に
備

え
て
、
市
内
全
域
の
土
地
用
途
別
鑑
定
ポ

イ
ン
ト
１
５
８
点
の
鑑
定
評
価
を
行
い
、

調
書
作
成
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

　都
市
計
画
道
路
再
検
討
基
礎
調
査
委

託
料
３
１
５
万
円
の
事
業
内
容
は
。

答

　現
在
の
都
市
計
画
道
路
は
、
昭
和
48

年
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
県
の
指

針
で
は
20
年
以
上
未
着
手
の
路
線
は
見
直

す
べ
き
と
し
て
い
る
。
国
道
６
号
の
バ
イ

パ
ス
と
し
て
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
９

号
の
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
早
急
な
都
市

計
画
道
路
の
変
更
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ

の
他
の
都
市
計
画
道
路
も
調
査
の
対
象
と

す
る
。

問

　防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
請
負
費
４

５
７
３
万
円
に
つ
い
て
、
事
業
内
容
と
設

置
箇
所
を
伺
う
。

答

　高
岡
地
区
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
、

辺
地
総
合
整
備
計
画
を
策
定
し
、
防
災
行

政
無
線
の
更
新
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
中

戸
川
公
民
館
、
福
平
集
会
所
、
大
能
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
、
上
君
田
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
、
下
君
田
緑
の
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
君
田
小
学
校
、
君
田
中
学
校
、

若
栗
公
民
館
、
横
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

の
９
か
所
で
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
へ
の
更
新

を
行
い
、
中
戸
川
地
区
、
君
田
地
区
の
２

か
所
に
簡
易
電
波
中
継
基
地
を
整
備
す
る

も
の
で
あ
る
。

問

　津
波
避
難
誘
導
灯
・
サ
イ
ン
整
備
工

事
実
施
設
計
及
び
工
事
請
負
費
１
億
円
に

つ
い
て
具
体
的
な
事
業
内
容
を
伺
う
。

答

　目
的
は
、
津
波
浸
水
想
定
地
域
内
に

避
難
場
所
や
施
設
ま
で
の
ル
ー
ト
に
適
切

に
配
置
、
設
置
し
、
効
率
的
な
避
難
を
す

る
た
め
の
誘
導
を
す
る
た
め
、
ま
た
夜
間

に
お
い
て
も
停
電
時
に
対
応
す
る
照
明
を

も
っ
て
効
率
的
な
誘
導
を
す
る
た
め
で
あ

る
。
誘
導
灯
・
サ
イ
ン
は
、
最
上
部
に
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
と
照
明
器
具
、
そ
の
下
に
避

難
場
所
ま
で
の
サ
イ
ン
を
標
示
す
る
。
設

置
基
数
は
約
80
基
を
予
定
し
て
い
る
。
財

源
は
、
復
興
交
付
金
管
理
基
金
よ
り
８
０

０
０
万
円
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税
２
０

０
０
万
円
を
充
当
す
る
。
ま
た
、
津
波
避

難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
津
波
避
難
マ
ッ

プ
の
素
案
を
示
し
て
、
早
急
に
マ
ッ
プ
を

配
布
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

 

○
サ
ッ
カ
ー
場
設
置
に
関
す
る
陳
情
書

　本
議
会
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

て
つ
な
粗
造
成
地
利
活
用
計
画
策
定
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
計
画
策
定
の
結

果
を
検
討
し
て
審
査
す
る
た
め
、
継
続
審

査
と
す
る
。17,684,016,794

3,385,537,154

269,595,155

2,516,885,644

58,868,183

1,104,449,308

191,771,442

16,599,977,269

3,349,853,592

268,148,675

2,472,460,790

55,475,628

1,439,044,553

209,571,591

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

霊園事業

水道事業

工業用水道事業

歳　入（収入） 歳　出（支出）会　計　名

一般会計

特
別
会
計

企
業

（単位：円）平成24年度の決算
決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

委 員 会 審 査 報 告 委 員 会 審 査 報 告

総
務
建
設
経
済
委
員
会

総
務
建
設
経
済
委
員
会
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避難誘導灯

◇
議
案
等
の
審
査
◇

　９
月
12
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
当
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
条
例

関
係
２
件
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
の
う
ち
文
教
厚
生
委
員

会
所
管
分
、
特
別
会
計
補
正
予
算
２
件
で

あ
り
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
て
の

議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
と
の
結

果
で
し
た
。

　主
な
質
問
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問

　地
域
支
援
事
業
は
ど
の
よ
う
な
事
業

な
の
か
。

答

　３
本
柱
と
し
て
、
①
介
護
予
防
事
業

は
、
１
次
予
防
事
業
と
し
て
心
身
と
も
に

元
気
な
う
ち
か
ら
予
防
す
る
元
気
ア
ッ
プ

運
動
教
室
や
普
及
啓
発
事
業
。
２
次
予
防

と
し
て
介
護
状
態
に
な
る
一
歩
手
前
の
高

齢
者
に
対
し
て
行
う
つ
ま
ず
き
予
防
教
室
。

②
包
括
的
支
援
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
の

総
合
相
談
事
業
、
権
利
擁
護
事
業
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
か
ら
の
困
難
ケ
ー
ス
に
よ

る
相
談
支
援
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
等
の
事
業
。
③
市
町
村
の
任
意
事
業

で
、
家
族
の
介
護
を
支
援
す
る
事
業
で
あ

る
。

問

　地
域
課
題
把
握
実
態
調
査
委
託
で
あ

る
が
、
こ
の
事
業
の
具
体
的
な
背
景
と
調

査
は
。

答

　疾
病
構
造
の
変
化
や
超
高
齢
化
に
対

応
す
る
た
め
に
地
域
の
医
師
、
歯
科
医
師
、

看
護
職
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
多
職
種

協
働
に
よ
る
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
在

宅
医
療
・
介
護
の
支
援
体
制
の
構
築
が
必

要
で
あ
る
背
景
が
あ
る
。
調
査
の
内
容
は
、

医
師
、
訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
対
し
て
は
退
院
支
援
、
日
常
の
療
養
支

援
、
在
宅
療
養
者
の
急
変
時
の
対
応
、
看

取
り
の
４
点
に
つ
い
て
の
連
携
に
対
し
て

の
意
識
調
査
で
、
患
者
や
家
族
に
対
し
て

は
在
宅
医
療
、
在
宅
療
養
生
活
に
対
す
る

意
識
調
査
や
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
に
つ
い

て
の
内
容
と
な
る
。
こ
の
調
査
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
課
題
を
抽
出
し
、

体
制
づ
く
り
の
構
築
に
活
用
す
る
た
め
に

実
施
す
る
。

問

　秋
山
小
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て
、

建
物
の
階
数
と
教
室
数
は
。

答

　校
舎
の
階
数
は
２
階
建
、
６
か
ら
８

教
室
を
予
定
。
児
童
ク
ラ
ブ
や
、
こ
れ
か

ら
、
ひ
と
ク
ラ
ス
の
児
童
数
30
人
か
ら
40

人
を
２
ク
ラ
ス
に
分
け
て
、
少
人
数
の
中

身
の
濃
い
授
業
を
実
施
し
、
成
績
の
向
上

を
も
図
れ
る
よ
う
な
教
育
が
施
さ
れ
て
い

く
こ
と
等
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
場
合
、

ク
ラ
ス
が
足
り
な
く
な
ら
な
い
よ
う
、
教

育
の
あ
り
方
な
ど
も
踏
ま
え
、
先
生
方
や

上
司
と
相
談
し
な
が
ら
必
要
数
を
検
討
し

て
い
く
。

問

　秋
山
中
集
会
所
を
使
用
し
て
一
時
的

に
児
童
ク
ラ
ブ
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と

だ
が
、
内
容
は
。

答

　児
童
ク
ラ
ブ
は
現
在
、
秋
山
小
北
側

校
舎
の
１
階
、
２
教
室
を
使
用
し
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
秋
山
中
集
会
所
を
一
時
的

に
使
用
し
て
い
く
。
新
校
舎
が
で
き
れ
ば
、

児
童
ク
ラ
ブ
で
２
教
室
を
使
用
で
き
る
よ

う
に
整
備
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

問

　国
民
体
育
大
会
開
催
推
進
の
内
容
は
。

答

　平
成
31
年
茨
城
国
体
で
は
、
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
本
市
の
会
場
と
な
る

予
定
で
あ
る
。
市
内
に
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
選
手
が
い
な
い
の
で
、
日
本
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
委
員
の
方
が
毎
月

来
て
指
導
を
い
た
だ
く
予
定
。
練
習
場
所

は
、
市
民
体
育
館
の
２
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
を
考
え
て
い
る
。
小
学
生
の
う
ち
か
ら

練
習
す
れ
ば
、
国
体
開
催
時
に
は
高
校
生

に
な
り
、
国
体
に
出
ら
れ
る
よ
う
な
選
手

を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◇
議
案
の
審
査
◇

　当
委
員
会
は
、
決
算
に
関
す
る
議
案
第

59
号
か
ら
議
案
第
72
号
ま
で
を
、
９
月
18

日
と
19
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま

し
た
。
質
疑
等
が
行
わ
れ
、
全
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

◇
議
案
等
の
審
査
◇

　９
月
17
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

報
告
１
件
、
議
案
13
件
、
陳
情
１
件
の
審

査
と
所
管
事
項
調
査
を
行
っ
た
。

○
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ

い
て

問

　交
通
事
故
関
係
の
損
害
賠
償
の
案
件

が
多
い
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

る
の
か
。

答

　庁
内
の
各
施
設
に
安
全
運
転
管
理
者

を
配
置
し
、
安
全
運
転
の
教
育
指
導
を
し

て
い
る
。
安
全
運
転
競
技
大
会
に
積
極
的

に
職
員
を
参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
公
用

車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
、

安
全
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

○
高
萩
市
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

　職
場
復
帰
後
の
処
遇
は
ど
う
な
る
の

か
。

答

　同
期
の
職
員
と
同
等
の
給
与
体
系
が

と
れ
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

○
平
成
25
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

問

　市
報
発
送
等
経
費
補
正
２
６
９
万
円

の
契
約
の
方
法
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

　当
初
予
算
で
２
７
０
万
円
計
上
し
て

い
た
が
、
業
者
の
変
更
に
伴
い
委
託
契
約

の
見
直
し
が
あ
っ
た
。
新
聞
折
込
み
９
７

０
０
世
帯
、
４
０
７
万
円
。
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
９
０
０
世
帯
、
１
３
１
万
円
。
合
計
５

３
９
万
円
に
な
っ
た
。
金
額
の
変
更
が

あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
は
月
ご
と
の
契
約

を
し
て
い
る
が
、
来
年
度
か
ら
は
お
お
よ

そ
年
間
５
４
０
万
円
で
の
契
約
に
な
る
。

問

　公
共
施
設
管
理
計
画
基
本
方
針
策
定

委
託
料
７
３
５
万
円
の
具
体
的
な
事
業
内

容
は
。

答

　人
口
的
、
財
政
的
な
制
約
が
あ
る
中

で
、
公
共
施
設
と
イ
ン
フ
ラ
を
今
後
ど
の

よ
う
に
管
理
す
る
の
か
最
善
の
方
針
を
出

す
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
ど
こ
を
残
す

か
、
統
合
す
る
か
、
廃
止
す
る
か
、
い
つ

や
る
か
、
基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

問

　グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
て
つ
な
粗
造
成
地

利
活
用
計
画
策
定
委
託
料
３
１
１
万
円
の

具
体
的
な
事
業
内
容
は
。

答

　住
宅
公

社
の
破
産
処

理
に
よ
り
、

約
13
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
粗
造

成
地
が
市
の

財
産
に
な
っ

た
。
地
域
住

民
か
ら
、
良

好
な
住
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
を
求
め
る

要
望
書
が
出
て
い
る
。①
良
好
な
住
環
境

に
配
慮
し
た
土
地
利
用
、②
行
政
課
題
、

住
民
福
祉
に
沿
っ
た
土
地
利
用
、③
財
政

負
担
の
軽
減
を
図
る
利
活
用
、
の
３
点
を

指
針
と
し
て
、
具
体
的
な
利
活
用
策
を
抽

出
、
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

　土
地
鑑
定
評
価
委
託
料
１
１
９
４
万

円
の
事
業
内
容
は
。

答

　平
成
27
年
度
の
土
地
評
価
替
え
に
備

え
て
、
市
内
全
域
の
土
地
用
途
別
鑑
定
ポ

イ
ン
ト
１
５
８
点
の
鑑
定
評
価
を
行
い
、

調
書
作
成
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

　都
市
計
画
道
路
再
検
討
基
礎
調
査
委

託
料
３
１
５
万
円
の
事
業
内
容
は
。

答

　現
在
の
都
市
計
画
道
路
は
、
昭
和
48

年
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
県
の
指

針
で
は
20
年
以
上
未
着
手
の
路
線
は
見
直

す
べ
き
と
し
て
い
る
。
国
道
６
号
の
バ
イ

パ
ス
と
し
て
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
９

号
の
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
早
急
な
都
市

計
画
道
路
の
変
更
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ

の
他
の
都
市
計
画
道
路
も
調
査
の
対
象
と

す
る
。

問

　防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
請
負
費
４

５
７
３
万
円
に
つ
い
て
、
事
業
内
容
と
設

置
箇
所
を
伺
う
。

答

　高
岡
地
区
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
、

辺
地
総
合
整
備
計
画
を
策
定
し
、
防
災
行

政
無
線
の
更
新
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
中

戸
川
公
民
館
、
福
平
集
会
所
、
大
能
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
、
上
君
田
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
、
下
君
田
緑
の
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
君
田
小
学
校
、
君
田
中
学
校
、

若
栗
公
民
館
、
横
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

の
９
か
所
で
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
へ
の
更
新

を
行
い
、
中
戸
川
地
区
、
君
田
地
区
の
２

か
所
に
簡
易
電
波
中
継
基
地
を
整
備
す
る

も
の
で
あ
る
。

問

　津
波
避
難
誘
導
灯
・
サ
イ
ン
整
備
工

事
実
施
設
計
及
び
工
事
請
負
費
１
億
円
に

つ
い
て
具
体
的
な
事
業
内
容
を
伺
う
。

答

　目
的
は
、
津
波
浸
水
想
定
地
域
内
に

避
難
場
所
や
施
設
ま
で
の
ル
ー
ト
に
適
切

に
配
置
、
設
置
し
、
効
率
的
な
避
難
を
す

る
た
め
の
誘
導
を
す
る
た
め
、
ま
た
夜
間

に
お
い
て
も
停
電
時
に
対
応
す
る
照
明
を

も
っ
て
効
率
的
な
誘
導
を
す
る
た
め
で
あ

る
。
誘
導
灯
・
サ
イ
ン
は
、
最
上
部
に
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
と
照
明
器
具
、
そ
の
下
に
避

難
場
所
ま
で
の
サ
イ
ン
を
標
示
す
る
。
設

置
基
数
は
約
80
基
を
予
定
し
て
い
る
。
財

源
は
、
復
興
交
付
金
管
理
基
金
よ
り
８
０

０
０
万
円
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税
２
０

０
０
万
円
を
充
当
す
る
。
ま
た
、
津
波
避

難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
津
波
避
難
マ
ッ

プ
の
素
案
を
示
し
て
、
早
急
に
マ
ッ
プ
を

配
布
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

 

○
サ
ッ
カ
ー
場
設
置
に
関
す
る
陳
情
書

　本
議
会
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

て
つ
な
粗
造
成
地
利
活
用
計
画
策
定
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
計
画
策
定
の
結

果
を
検
討
し
て
審
査
す
る
た
め
、
継
続
審

査
と
す
る
。17,684,016,794

3,385,537,154

269,595,155

2,516,885,644

58,868,183

1,104,449,308

191,771,442

16,599,977,269

3,349,853,592

268,148,675

2,472,460,790

55,475,628

1,439,044,553

209,571,591

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

霊園事業

水道事業

工業用水道事業

歳　入（収入） 歳　出（支出）会　計　名

一般会計

特
別
会
計

企
業

（単位：円）平成24年度の決算
決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

委 員 会 審 査 報 告 委 員 会 審 査 報 告

総
務
建
設
経
済
委
員
会

総
務
建
設
経
済
委
員
会
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関
根
前
川
の
美
化
と

　
　
　
　防
災
に
つ
い
て

関
根
前
川
の
浚
渫
（
川
底
を
き
れ
い

に
払
う
こ
と
）
と
花
貫
川
の
美
化
に

つ
い
て

質
問

　土
砂
と
雑
草
に
覆
わ
れ
川
底
が

著
し
く
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
関
根
前
川

の
水
害
が
心
配
で
す
。
平
成
５
年
の
川

側
大
水
害
を
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
「
い

つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う
な
親
と
金
、
な

い
と
思
う
な
運
と
災
難
」
と
こ
と
わ
ざ

に
あ
る
よ
う
に
い
つ
災
害
に
見
舞
わ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
す
ぐ
浚
渫
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
当
市
を
縦
断
す
る

関
根
川
・
花
貫
川
の
二
大
河
川
は
当
市

稲
作
農
業
の
源
流
で
あ
り
由
緒
あ
る
河

川
で
す
。
こ
れ
の
美
化
に
努
め
る
こ
と

は
当
市
の
重
点
政
策
で
あ
る
べ
き
で
す
。

市
長

　河
川
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

親
水
性
や
動
植
物
の
生
態
系
な
ど
に
配

慮
し
た
美
し
い
景
観
の
保
持
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

建
設
経
済
部
長

　関
根
前
川
に
つ
き
ま

し
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
の
で
、

早
期
の
浚
渫
を
県
へ
働
き
か
け
ま
す
。

松
岡
小
・
中
学
校
の

　
　
　通
学
路
に
つ
い
て

　
質
問

　９
月
に
入
り
ま
す
ま
す
日
が
短

く
な
り
、
ま
た
寒
く
な
り
子
供
た
ち
の

体
の
動
き
も
悪
く
な
り
ま
す
。
防
災
防

犯
の
意
識
を
新
た
に
し
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
供
を
事
故
か
ら
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
特
に
小
中
学
生
の
通
学
途

上
に
つ
い
て
い
か
に
指
導
さ
れ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長

　よ
り
安
全
な
通
学
路
を
指

定
し
各
家
庭
に
家
庭
調
査
票
を
作
成
し

て
い
た
だ
く
等
し
て
お
り
、
ま
た
防
犯

に
つ
い
て
は
小
学
生
に
は
防
犯
ベ
ル
を

携
帯
さ
せ
、
あ
る
い
は
こ
ど
も
を
守
る

１
１
０
番
の
家
の
活
用
を
指
導
し
て
お

り
ま
す
。

復
興
に
つ
い
て

質
問

　イ
ノ
シ
シ
が
増
え
農
作
物
の
被

害
が
絶
え
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
常
磐
道

や
日
立
い
わ
き
線
を
越
え
、
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
て
つ
な
な
ど
住
宅
地
に
入
り
込

ん
で
き
て
い
て
住
民
の
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
市
で
は
ど
の
よ
う
に
状
況

を
把
握
し
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

建
設
経
済
部
長

　イ
ノ
シ
シ
被
害
は
全

国
的
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
要
因
は

耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
鳥
獣
生
息
域
の

拡
大
と
、
狩
猟
者
の
高
齢
化
に
よ
る
減

少
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
市
で
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
に
よ
り
、

銃
及
び
わ
な
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し
、

８
月
末
現
在
で
13
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

住
宅
地
内
の
対
策
と
し
て
は
、
捕
獲
隊

に
よ
る
わ
な
の
設
置
、
警
察
の
警
ら
を

行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

　高
戸
小
浜
海
岸
は
観
光
名
所
で

あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
は
ふ
る
さ
と
の

原
風
景
で
あ
り
家
族
連
れ
の
憩
い
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
、
市
民
や
高
萩
出
身

者
の
心
の
中
に
色
あ
せ
る
こ
と
の
な
い

海
岸
で
す
が
、
被
災
後
ほ
と
ん
ど
手
が

入
っ
て
な
い
よ
う
で
す
。
今
後
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

経
営
戦
略
部
長

　高
戸
小
浜
は
県
管
理

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
高
萩
工
事
事
務

所
と
協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長

　高
戸
小
浜
は
私
た
ち
の
原
風
景

で
す
。
ど
ん
な
形
で
で
き
る
か
知
恵
を

絞
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

○
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

作
山
里
美 

議
員

高
萩
工
業
高
等
学
校
跡
地
の

　
　
　
　
　利
用
に
つ
い
て

質
問

　高
萩
工
業
高
校
跡
地
に
、
約
１

億
円
を
か
け
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
人
工
芝

化
す
る
事
業
が
予
算
化
さ
れ
た
が
、
そ

の
目
的
及
び
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
、

市
民
の
運
動
広
場
と
し
て
開
放
し
、
住

民
同
士
の
交
流
や
健
康
増
進
、
さ
ら
に

技
術
の
向
上
を
図
る
と
し
て
い
る
。
整

備
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
紛
れ
も
な
く

市
の
公
の
施
設
で
あ
り
、
法
の
規
定
に

よ
り
「
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
て
、
市
が
管
理
し
、

市
民
に
開
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
条
例
も
制
定
し
な
い
で
、
ど

う
し
て
市
が
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

経
営
戦
略
部
長

　工
業
高
校
跡
地
に
つ

い
て
は
明
秀
学
園
を
誘
致
す
る
た
め
に

取
得
し
た
も
の
で
あ
り
、
将
来
的
に
は

譲
渡
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
条
例
を
制
定
す
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
利
用
に
つ
い

て
は
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
運
営
に
つ
い
て

質
問

　市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
そ
れ

に
庁
議
メ
ン
バ
ー
全
員
と
議
員
９
名

（
議
員
16
名
中
６
名
に
は
連
絡
が
な
か

っ
た
）
が
割
烹
旅
館
で
の
会
合
を
、
私

的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
副
市

長
の
所
感
を
。

副
市
長

　さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
意
見
を

い
た
だ
く
、
意
見
交
換
を
す
る
と
い
う

の
は
、
公
的
な
場
面
ば
か
り
で
な
く
、

当
然
私
的
な
場
面
で
も
、
そ
れ
は
非
常

に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
の
幹
部
が
強
制
さ
れ
て
出
席
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
ご
発
言
だ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
の

皆
さ
ん
と
意
見
を
交
換
す
る
、
こ
れ
を

強
制
と
思
っ
て
い
る
幹
部
職
員
は
一
人

も
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ご
み
処
理
に
つ
い
て

市
政
運
営
に
つ
い
て

人
工
芝
と
覚
書
に
つ
い
て

質
問

　現
在
財
政
健
全
化
は
道
半
ば
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
明
秀
学

園
の
た
め
に
県
か
ら
４
４
０
０
万
円
で

用
地
を
買
い
求
め
そ
れ
を
格
安
で
貸
し

付
け
、
な
お
人
工
芝
ま
で
つ
け
て
貸
付

す
る
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
高

校
の
た
め
の
環
境
整
備
は
市
の
固
有
の

事
務
で
は
な
く
、
市
民
の
金
で
行
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
人
工
芝
１
億
円

は
市
民
の
負
担
、
借
金
は
10
年
間
に
わ

た
っ
て
７
０
０
０
万
円
支
払
う
。
真
相

を
市
民
が
知
っ
た
な
ら
ば
市
民
は
到
底

理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

経
営
戦
略
部
長

　工
業
高
校
跡
地
は
、

明
秀
学
園
を
誘
致
す
る
た
め
に
取
得
し

た
も
の
で
、
将
来
的
に
は
明
秀
学
園
へ

譲
渡
す
る
考
え
。
９
月
４
日
の
同
学
園

高
萩
キ
ャ
ン
パ
ス
明
高
館
の
竣
工
式
で

小
野
理
事
長
の
ご
挨
拶
で
人
工
芝
グ
ラ

ウ
ン
ド
完
成
後
に
市
の
地
域
振
興
策
に

貢
献
し
た
く
応
分
の
額
を
寄
附
し
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

質
問

　明
秀
学
園
が
ど
こ
か
の
式
典
で

応
分
の
負
担
を
す
る
と
挨
拶
を
し
た
と

言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
覚
書
や
協
定

書
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
応
分
の
負

担
と
は
幾
ら
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て

質
問

　防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

の
配
備
基
準
は
。

総
務
部
長

　津
波
浸
水
想
定
区
域
に
居

住
す
る
災
害
時
要
援
護
者
と
社
会
福
祉

法
人
施
設
等
の
人
の
集
ま
る
施
設
を
対

象
に
配
備
す
る
予
定
。

質
問

　受
信
機
は
３
０
０
台
だ
け
で
借

家
は
ダ
メ
と
な
っ
て
い
る
。
人
の
命
を

何
で
は
か
っ
て
い
る
の
か
。
津
波
浸
水

想
定
区
域
に
は
２
７
０
０
世
帯
が
あ
る
。

高
校
の
人
工
芝
に
は
７
０
０
０
万
、
Ｆ

Ｍ
放
送
に
は
５
０
０
０
万
円
も
つ
ぎ
込

ん
で
い
る
。
事
業
の
優
先
度
が
間
違
っ

て
い
る
。

岩
倉
幹
良 

議
員

寺
岡
七
郎 

議
員

今
川
敏
宏 

議
員

関根前川

高戸小浜海岸 工業高校跡地グラウンド

一 般 質 問一 般 質 問
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関
根
前
川
の
美
化
と

　
　
　
　防
災
に
つ
い
て

関
根
前
川
の
浚
渫
（
川
底
を
き
れ
い

に
払
う
こ
と
）
と
花
貫
川
の
美
化
に

つ
い
て

質
問

　土
砂
と
雑
草
に
覆
わ
れ
川
底
が

著
し
く
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
関
根
前
川

の
水
害
が
心
配
で
す
。
平
成
５
年
の
川

側
大
水
害
を
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
「
い

つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う
な
親
と
金
、
な

い
と
思
う
な
運
と
災
難
」
と
こ
と
わ
ざ

に
あ
る
よ
う
に
い
つ
災
害
に
見
舞
わ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
す
ぐ
浚
渫
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
当
市
を
縦
断
す
る

関
根
川
・
花
貫
川
の
二
大
河
川
は
当
市

稲
作
農
業
の
源
流
で
あ
り
由
緒
あ
る
河

川
で
す
。
こ
れ
の
美
化
に
努
め
る
こ
と

は
当
市
の
重
点
政
策
で
あ
る
べ
き
で
す
。

市
長

　河
川
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

親
水
性
や
動
植
物
の
生
態
系
な
ど
に
配

慮
し
た
美
し
い
景
観
の
保
持
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

建
設
経
済
部
長

　関
根
前
川
に
つ
き
ま

し
て
は
ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
の
で
、

早
期
の
浚
渫
を
県
へ
働
き
か
け
ま
す
。

松
岡
小
・
中
学
校
の

　
　
　通
学
路
に
つ
い
て

　
質
問

　９
月
に
入
り
ま
す
ま
す
日
が
短

く
な
り
、
ま
た
寒
く
な
り
子
供
た
ち
の

体
の
動
き
も
悪
く
な
り
ま
す
。
防
災
防

犯
の
意
識
を
新
た
に
し
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
供
を
事
故
か
ら
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
特
に
小
中
学
生
の
通
学
途

上
に
つ
い
て
い
か
に
指
導
さ
れ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長

　よ
り
安
全
な
通
学
路
を
指

定
し
各
家
庭
に
家
庭
調
査
票
を
作
成
し

て
い
た
だ
く
等
し
て
お
り
、
ま
た
防
犯

に
つ
い
て
は
小
学
生
に
は
防
犯
ベ
ル
を

携
帯
さ
せ
、
あ
る
い
は
こ
ど
も
を
守
る

１
１
０
番
の
家
の
活
用
を
指
導
し
て
お

り
ま
す
。

復
興
に
つ
い
て

質
問

　イ
ノ
シ
シ
が
増
え
農
作
物
の
被

害
が
絶
え
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
常
磐
道

や
日
立
い
わ
き
線
を
越
え
、
グ
リ
ー
ン

タ
ウ
ン
て
つ
な
な
ど
住
宅
地
に
入
り
込

ん
で
き
て
い
て
住
民
の
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
市
で
は
ど
の
よ
う
に
状
況

を
把
握
し
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

建
設
経
済
部
長

　イ
ノ
シ
シ
被
害
は
全

国
的
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
要
因
は

耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
鳥
獣
生
息
域
の

拡
大
と
、
狩
猟
者
の
高
齢
化
に
よ
る
減

少
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
市
で
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
に
よ
り
、

銃
及
び
わ
な
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
し
、

８
月
末
現
在
で
13
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

住
宅
地
内
の
対
策
と
し
て
は
、
捕
獲
隊

に
よ
る
わ
な
の
設
置
、
警
察
の
警
ら
を

行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

　高
戸
小
浜
海
岸
は
観
光
名
所
で

あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
は
ふ
る
さ
と
の

原
風
景
で
あ
り
家
族
連
れ
の
憩
い
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
、
市
民
や
高
萩
出
身

者
の
心
の
中
に
色
あ
せ
る
こ
と
の
な
い

海
岸
で
す
が
、
被
災
後
ほ
と
ん
ど
手
が

入
っ
て
な
い
よ
う
で
す
。
今
後
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

経
営
戦
略
部
長

　高
戸
小
浜
は
県
管
理

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
高
萩
工
事
事
務

所
と
協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長

　高
戸
小
浜
は
私
た
ち
の
原
風
景

で
す
。
ど
ん
な
形
で
で
き
る
か
知
恵
を

絞
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

○
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

作
山
里
美 

議
員

高
萩
工
業
高
等
学
校
跡
地
の

　
　
　
　
　利
用
に
つ
い
て

質
問

　高
萩
工
業
高
校
跡
地
に
、
約
１

億
円
を
か
け
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
人
工
芝

化
す
る
事
業
が
予
算
化
さ
れ
た
が
、
そ

の
目
的
及
び
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
、

市
民
の
運
動
広
場
と
し
て
開
放
し
、
住

民
同
士
の
交
流
や
健
康
増
進
、
さ
ら
に

技
術
の
向
上
を
図
る
と
し
て
い
る
。
整

備
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
紛
れ
も
な
く

市
の
公
の
施
設
で
あ
り
、
法
の
規
定
に

よ
り
「
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
て
、
市
が
管
理
し
、

市
民
に
開
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
条
例
も
制
定
し
な
い
で
、
ど

う
し
て
市
が
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

経
営
戦
略
部
長

　工
業
高
校
跡
地
に
つ

い
て
は
明
秀
学
園
を
誘
致
す
る
た
め
に

取
得
し
た
も
の
で
あ
り
、
将
来
的
に
は

譲
渡
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
条
例
を
制
定
す
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
利
用
に
つ
い

て
は
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
運
営
に
つ
い
て

質
問

　市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
そ
れ

に
庁
議
メ
ン
バ
ー
全
員
と
議
員
９
名

（
議
員
16
名
中
６
名
に
は
連
絡
が
な
か

っ
た
）
が
割
烹
旅
館
で
の
会
合
を
、
私

的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
副
市

長
の
所
感
を
。

副
市
長

　さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
意
見
を

い
た
だ
く
、
意
見
交
換
を
す
る
と
い
う

の
は
、
公
的
な
場
面
ば
か
り
で
な
く
、

当
然
私
的
な
場
面
で
も
、
そ
れ
は
非
常

に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
の
幹
部
が
強
制
さ
れ
て
出
席
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
ご
発
言
だ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
の

皆
さ
ん
と
意
見
を
交
換
す
る
、
こ
れ
を

強
制
と
思
っ
て
い
る
幹
部
職
員
は
一
人

も
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ご
み
処
理
に
つ
い
て

市
政
運
営
に
つ
い
て

人
工
芝
と
覚
書
に
つ
い
て

質
問

　現
在
財
政
健
全
化
は
道
半
ば
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
明
秀
学

園
の
た
め
に
県
か
ら
４
４
０
０
万
円
で

用
地
を
買
い
求
め
そ
れ
を
格
安
で
貸
し

付
け
、
な
お
人
工
芝
ま
で
つ
け
て
貸
付

す
る
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
高

校
の
た
め
の
環
境
整
備
は
市
の
固
有
の

事
務
で
は
な
く
、
市
民
の
金
で
行
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
人
工
芝
１
億
円

は
市
民
の
負
担
、
借
金
は
10
年
間
に
わ

た
っ
て
７
０
０
０
万
円
支
払
う
。
真
相

を
市
民
が
知
っ
た
な
ら
ば
市
民
は
到
底

理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

経
営
戦
略
部
長

　工
業
高
校
跡
地
は
、

明
秀
学
園
を
誘
致
す
る
た
め
に
取
得
し

た
も
の
で
、
将
来
的
に
は
明
秀
学
園
へ

譲
渡
す
る
考
え
。
９
月
４
日
の
同
学
園

高
萩
キ
ャ
ン
パ
ス
明
高
館
の
竣
工
式
で

小
野
理
事
長
の
ご
挨
拶
で
人
工
芝
グ
ラ

ウ
ン
ド
完
成
後
に
市
の
地
域
振
興
策
に

貢
献
し
た
く
応
分
の
額
を
寄
附
し
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

質
問

　明
秀
学
園
が
ど
こ
か
の
式
典
で

応
分
の
負
担
を
す
る
と
挨
拶
を
し
た
と

言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
覚
書
や
協
定

書
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
応
分
の
負

担
と
は
幾
ら
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て

質
問

　防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

の
配
備
基
準
は
。

総
務
部
長

　津
波
浸
水
想
定
区
域
に
居

住
す
る
災
害
時
要
援
護
者
と
社
会
福
祉

法
人
施
設
等
の
人
の
集
ま
る
施
設
を
対

象
に
配
備
す
る
予
定
。

質
問

　受
信
機
は
３
０
０
台
だ
け
で
借

家
は
ダ
メ
と
な
っ
て
い
る
。
人
の
命
を

何
で
は
か
っ
て
い
る
の
か
。
津
波
浸
水

想
定
区
域
に
は
２
７
０
０
世
帯
が
あ
る
。

高
校
の
人
工
芝
に
は
７
０
０
０
万
、
Ｆ

Ｍ
放
送
に
は
５
０
０
０
万
円
も
つ
ぎ
込

ん
で
い
る
。
事
業
の
優
先
度
が
間
違
っ

て
い
る
。

岩
倉
幹
良 

議
員

寺
岡
七
郎 

議
員

今
川
敏
宏 

議
員

関根前川

高戸小浜海岸 工業高校跡地グラウンド

一 般 質 問一 般 質 問
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一 般 質 問一 般 質 問

空
き
家
問
題
に
つ
い
て

　

質
問

　高
萩
市
の
空
き
屋
状
況
は
、
平

成
20
年
10
月
１
日
調
査
に
よ
る
と
空
き

家
数
１
７
４
０
戸
、
そ
の
内
、
腐
朽
・
破

損
戸
数
が
６
９
０
戸
で
あ
る
。
防
火
・
防

犯
・
生
活
環
境
対
策
と
し
て
、
空
き
屋
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

　他
市
町
村
を
参
考
に
調
査
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

質
問

　東
海
第
２
原
発
の
過
酷
事
故
が

起
き
た
場
合
、

橋
本
知
事
は

「
避
難
計
画

を
立
て
る
の

は
大
変
難
し

い
」
と
言
っ

て
い
る
よ
う

に
、
実
現
不

可
能
な
避
難

計
画
を
立
て

る
よ
り
も
、

廃
炉
に
向
け

た
方
向
こ
そ

高
萩
市
民
の

安
全
を
守
る

保
障
で
は
な

い
か
。

市
長

　避
難
路
に
つ
い
て
は
国
の
動
向

を
み
な
が
ら
や
っ
て
行
き
た
い
。

子
ど
も
医
療
費

　
　
　
　無
料
化
に
つ
い
て

質
問

　今
後
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

市
長

　県
内
の
動
向
を
踏
ま
え
、
支
給

年
齢
の
拡
大
を
し
て
い
き
た
い
。
具
体

的
計
画
と
し
て
次
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
き
た
い
。

子
供
の

　甲
状
腺
検
査
に
つ
い
て

質
問

　甲
状
腺
検
査
の
結
果
、
経
過
観

察
１
５
３
人
、
要
精
密
検
査
８
人
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
の
新
た
な
受
診
費
用

は
保
護
者
の
負
担
を
な
く
し
公
費
負
担

と
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
長

　精
密
検
査
に
か
か
る
費
用
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
不
安
解
消

を
図
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
実
施

し
た
い
。
経
過
観
察
の
判
定
に
基
づ
く

１
年
後
の
再
検
査
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
以
降
の
検
討
課
題
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

平

　正
三 

議
員

学
校
教
育
に
つ
い
て

質
問

　①
全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、

本
県
は
前
回
に
比
較
し
て
、
全
国
平
均

以
上
と
な
っ
た
の
は
３
科
目
増
え
て
７

科
目
と
な
り
ま
し
た
。
高
萩
市
も
成
績

ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
推
測
す
る
が
、
県
と

比
べ
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　②
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て
、
使
う

べ
き
教
科
書
の
採
択
ま
で
の
流
れ
を
確

認
し
た
い
。

教
育
部
長

　①
全
国
的
に
、
県
は
前
回

の
調
査
か
ら
見
る
と
底
上
げ
さ
れ
、
高

萩
市
に
お
い
て
も
県
と
比
較
し
て
底
上

げ
さ
れ
た
状
況
で
す
。

　②
高
萩
・
北
茨
城
・
日
立
・
常
陸
太

田
の
４
市
よ
り
地
区
教
科
用
図
書
選
定

協
議
会
を
組
織
し
、
選
定
教
科
書
を
採

択
し
て
い
ま
す
。

質
問

　①
４
年
前
に
比
べ
学
力
ア
ッ
プ

さ
れ
た
こ
と
は
関
係
者
の
皆
さ
ん
方
の

御
尽
力
の
賜
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
て
い
ま
す
、

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公
表
で
す
が
、
文

科
省
あ
た
り
で
は
私
の
よ
う
な
意
見
が

多
く
聞
か
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
今

年
は
ど
う
な
の
か
。

　②
教
科
用
図
書
選
定
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
構
成
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
何

百
社
と
あ
る
教
科
書
か
ら
ど
の
よ
う
な

選
定
を
す
る
の
か
。

教
育
長

　①
結
果
公
表
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
序
列
化
あ
る
い
は
過
度
の
競
争
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
か
ら
一
般
に
公
表
す

る
こ
と
を
控
え
て
い
ま
す
。

　②
例
え
ば
社
会
の
教
科
書
、
何
社
も

作
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
中
身

を
検
討
し
て
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

教
育
部
長

　②
教
科
用
図
書
選
定
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
４
市
の
教
育
委
員

長
、
教
育
長
、
そ
れ
に
保
護
者
代
表
１

名
を
加
え
た
９
名
で
す
。

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て

質
問

　シ
ル
バ
ー
へ
の
委
託
料
や
ゴ
ミ

と
し
て
の
処
分
に
か
か
る
費
用
が
発
生

し
て
い
る
の
に
、
身
元
が
判
明
し
て
も

除
去
し
た
物
を
引
き
取
っ
て
も
ら
う
だ

け
で
、
費
用
の
請
求
は
無
い
、
お
か
し

な
話
で
あ
る
。
当
然
、
そ
こ
で
費
用
は

請
求
す
べ
き
と
思
う
が
、
な
ぜ
そ
れ
を

や
ら
な
い
の
か
。
相
手
が
わ
か
っ
た
時

点
で
請
求
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
腕
章
・
プ
レ
ー
ト

等
の
証
明
書
を
発
行
し
て
は
ど
う
か
。

さ
ら
に
一
般
市
民
は
、
ど
れ
が
違
法
物

か
、
そ
う
で
な
い
か
判
断
が
で
き
な
い
。

市
民
の
協
力
・
市
民
全
体
で
監
視
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
見
分
け
ら
れ
る
よ

う
シ
ー
ル
等
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
見

解
を
伺
う
。

建
設
経
済
部
長

　議
員
の
ご
指
摘
を
踏

ま
え
違
法
物
の
対
応
に
つ
い
て
強
化
を

図
り
ま
す
。
シ
ー
ル
、
腕
章
、
プ
レ
ー

ト
に
つ
い
て
も
今
後
県
と
協
議
し
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
意
識
の
向
上
に
つ
い
て

質
問

　よ
り
多
く
の
市
民
の
方
が
参
加

で
き
、
さ
ら
に
自
助
の
意
識
も
高
ま
る

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は
、
訓
練
会

場
に
参
加
者
を
集
め
る
方
式
の
防
災
訓

練
と
は
異
な
り
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
、

勤
務
先
、
外
出
先
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
小
さ
な
子
供

か
ら
大
人
ま
で
で
き
る
命
を
守
る
３
つ

の
行
動
、
し
ゃ
が
む
、
隠
れ
る
、
待
つ
、

を
約
１
分
間
行
い
地
震
の
揺
れ
が
収
ま

る
の
を
待
つ
と
い
う
非
常
に
シ
ン
プ
ル

な
訓
練
で
あ
り
、
今
ま
さ
に
こ
の
瞬
間
、

地
震
が
発
生
し
た
時
、
ど
う
や
っ
て
自

分
の
身
を
守
る
か
と
い
う
訓
練
で
あ
る
。

導
入
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長

　自
助
意
識
の
向
上
と
地
震

防
災
上
、
有
効
と
考
え
導
入
に
向
け
検

討
し
ま
す
。

鈴
木
英
樹 

議
員

菊
地
正
芳 

議
員

防
災
行
政
無
線
の

　
　
　利
活
用
に
つ
い
て

質
問

　平
成
24
年
７
月
に
運
用
を
開
始

し
た
高
萩
市
の
防
災
行
政
無
線
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
情
報

手
段
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
私
は
理
解
し
て
い
る
。
三
点
を
質
問

し
た
い
。
一
点
目
、
防
災
行
政
無
線
の

目
的
。
二
点
目
、
こ
の
防
災
無
線
に
は

同
報
系
・
移
動
系
・
戸
別
受
信
機
な
ど

が
あ
る
が
、
こ
の
違
い
に
つ
い
て
お
伺

い
し
た
い
。
三
点
目
、
こ
れ
ら
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
も
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
部
長

　防
災
行
政
無
線
に
は
大
き

く
二
つ
同
報
系
・
移
動
系
が
ご
ざ
い
ま

す
。
戸
別
受
信
機
は
災
害
時
要
援
護
者

等
の
世
帯
を
対
象
に
設
置
し
屋
外
ス
ピ

ー
カ
ー
と
同
じ
情
報
を
発
信
す
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
三
点
目
は
、
半
固
定

型
で
通
常
は
固
定
・
移
動
も
可
能
と
な

り
、
避
難
場
所
と
な
る
公
民
館
や
集
会

所
、
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
19
か
所
に
設

置
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問

　前
の
質
問
は
了
解
し
た
。
お
隣

の
北
茨
城
市
で
は
、
行
政
情
報
を
放
送

し
て
い
る
。
行
政
情
報
を
流
す
こ
と
に

よ
り
住
民
も
普
段
か
ら
屋
外
ス
ピ
ー
カ

ー
を
意
識
す
る
こ
と
に
な
り
災
害
発
生

時
ば
か
り
で
は
な
く
、
防
災
も
大
切
、

熱
中
症
に
よ
り
命
を
落
と
す
方
も
い
る
。

乾
燥
に
よ
り
大
火
事
の
発
生
も
懸
念
さ

れ
る
。
そ
う
し
た
注
意
喚
起
も
で
き
る

と
思
う
が
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

　高
萩
市
で
は
、
防
災
行
政

無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
音
声
は
非
常

事
態
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

震
度
５
以
上
の
地
震
、
津
波
注
意
報
な

ど
。

大
森
要
二 

議
員

東小学校
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一 般 質 問一 般 質 問

空
き
家
問
題
に
つ
い
て

　

質
問

　高
萩
市
の
空
き
屋
状
況
は
、
平

成
20
年
10
月
１
日
調
査
に
よ
る
と
空
き

家
数
１
７
４
０
戸
、
そ
の
内
、
腐
朽
・
破

損
戸
数
が
６
９
０
戸
で
あ
る
。
防
火
・
防

犯
・
生
活
環
境
対
策
と
し
て
、
空
き
屋
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

　他
市
町
村
を
参
考
に
調
査
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

質
問

　東
海
第
２
原
発
の
過
酷
事
故
が

起
き
た
場
合
、

橋
本
知
事
は

「
避
難
計
画

を
立
て
る
の

は
大
変
難
し

い
」
と
言
っ

て
い
る
よ
う

に
、
実
現
不

可
能
な
避
難

計
画
を
立
て

る
よ
り
も
、

廃
炉
に
向
け

た
方
向
こ
そ

高
萩
市
民
の

安
全
を
守
る

保
障
で
は
な

い
か
。

市
長

　避
難
路
に
つ
い
て
は
国
の
動
向

を
み
な
が
ら
や
っ
て
行
き
た
い
。

子
ど
も
医
療
費

　
　
　
　無
料
化
に
つ
い
て

質
問

　今
後
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

市
長

　県
内
の
動
向
を
踏
ま
え
、
支
給

年
齢
の
拡
大
を
し
て
い
き
た
い
。
具
体

的
計
画
と
し
て
次
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
き
た
い
。

子
供
の

　甲
状
腺
検
査
に
つ
い
て

質
問

　甲
状
腺
検
査
の
結
果
、
経
過
観

察
１
５
３
人
、
要
精
密
検
査
８
人
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
の
新
た
な
受
診
費
用

は
保
護
者
の
負
担
を
な
く
し
公
費
負
担

と
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
長

　精
密
検
査
に
か
か
る
費
用
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
不
安
解
消

を
図
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
実
施

し
た
い
。
経
過
観
察
の
判
定
に
基
づ
く

１
年
後
の
再
検
査
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
以
降
の
検
討
課
題
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

平

　正
三 

議
員

学
校
教
育
に
つ
い
て

質
問

　①
全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、

本
県
は
前
回
に
比
較
し
て
、
全
国
平
均

以
上
と
な
っ
た
の
は
３
科
目
増
え
て
７

科
目
と
な
り
ま
し
た
。
高
萩
市
も
成
績

ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
推
測
す
る
が
、
県
と

比
べ
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　②
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て
、
使
う

べ
き
教
科
書
の
採
択
ま
で
の
流
れ
を
確

認
し
た
い
。

教
育
部
長

　①
全
国
的
に
、
県
は
前
回

の
調
査
か
ら
見
る
と
底
上
げ
さ
れ
、
高

萩
市
に
お
い
て
も
県
と
比
較
し
て
底
上

げ
さ
れ
た
状
況
で
す
。

　②
高
萩
・
北
茨
城
・
日
立
・
常
陸
太

田
の
４
市
よ
り
地
区
教
科
用
図
書
選
定

協
議
会
を
組
織
し
、
選
定
教
科
書
を
採

択
し
て
い
ま
す
。

質
問

　①
４
年
前
に
比
べ
学
力
ア
ッ
プ

さ
れ
た
こ
と
は
関
係
者
の
皆
さ
ん
方
の

御
尽
力
の
賜
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
て
い
ま
す
、

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公
表
で
す
が
、
文

科
省
あ
た
り
で
は
私
の
よ
う
な
意
見
が

多
く
聞
か
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
今

年
は
ど
う
な
の
か
。

　②
教
科
用
図
書
選
定
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
構
成
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
何

百
社
と
あ
る
教
科
書
か
ら
ど
の
よ
う
な

選
定
を
す
る
の
か
。

教
育
長

　①
結
果
公
表
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
序
列
化
あ
る
い
は
過
度
の
競
争
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
か
ら
一
般
に
公
表
す

る
こ
と
を
控
え
て
い
ま
す
。

　②
例
え
ば
社
会
の
教
科
書
、
何
社
も

作
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
中
身

を
検
討
し
て
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

教
育
部
長

　②
教
科
用
図
書
選
定
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
４
市
の
教
育
委
員

長
、
教
育
長
、
そ
れ
に
保
護
者
代
表
１

名
を
加
え
た
９
名
で
す
。

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て

質
問

　シ
ル
バ
ー
へ
の
委
託
料
や
ゴ
ミ

と
し
て
の
処
分
に
か
か
る
費
用
が
発
生

し
て
い
る
の
に
、
身
元
が
判
明
し
て
も

除
去
し
た
物
を
引
き
取
っ
て
も
ら
う
だ

け
で
、
費
用
の
請
求
は
無
い
、
お
か
し

な
話
で
あ
る
。
当
然
、
そ
こ
で
費
用
は

請
求
す
べ
き
と
思
う
が
、
な
ぜ
そ
れ
を

や
ら
な
い
の
か
。
相
手
が
わ
か
っ
た
時

点
で
請
求
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
腕
章
・
プ
レ
ー
ト

等
の
証
明
書
を
発
行
し
て
は
ど
う
か
。

さ
ら
に
一
般
市
民
は
、
ど
れ
が
違
法
物

か
、
そ
う
で
な
い
か
判
断
が
で
き
な
い
。

市
民
の
協
力
・
市
民
全
体
で
監
視
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
見
分
け
ら
れ
る
よ

う
シ
ー
ル
等
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
見

解
を
伺
う
。

建
設
経
済
部
長

　議
員
の
ご
指
摘
を
踏

ま
え
違
法
物
の
対
応
に
つ
い
て
強
化
を

図
り
ま
す
。
シ
ー
ル
、
腕
章
、
プ
レ
ー

ト
に
つ
い
て
も
今
後
県
と
協
議
し
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
意
識
の
向
上
に
つ
い
て

質
問

　よ
り
多
く
の
市
民
の
方
が
参
加

で
き
、
さ
ら
に
自
助
の
意
識
も
高
ま
る

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は
、
訓
練
会

場
に
参
加
者
を
集
め
る
方
式
の
防
災
訓

練
と
は
異
な
り
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
、

勤
務
先
、
外
出
先
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
小
さ
な
子
供

か
ら
大
人
ま
で
で
き
る
命
を
守
る
３
つ

の
行
動
、
し
ゃ
が
む
、
隠
れ
る
、
待
つ
、

を
約
１
分
間
行
い
地
震
の
揺
れ
が
収
ま

る
の
を
待
つ
と
い
う
非
常
に
シ
ン
プ
ル

な
訓
練
で
あ
り
、
今
ま
さ
に
こ
の
瞬
間
、

地
震
が
発
生
し
た
時
、
ど
う
や
っ
て
自

分
の
身
を
守
る
か
と
い
う
訓
練
で
あ
る
。

導
入
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長

　自
助
意
識
の
向
上
と
地
震

防
災
上
、
有
効
と
考
え
導
入
に
向
け
検

討
し
ま
す
。

鈴
木
英
樹 

議
員

菊
地
正
芳 

議
員

防
災
行
政
無
線
の

　
　
　利
活
用
に
つ
い
て

質
問

　平
成
24
年
７
月
に
運
用
を
開
始

し
た
高
萩
市
の
防
災
行
政
無
線
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
情
報

手
段
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
私
は
理
解
し
て
い
る
。
三
点
を
質
問

し
た
い
。
一
点
目
、
防
災
行
政
無
線
の

目
的
。
二
点
目
、
こ
の
防
災
無
線
に
は

同
報
系
・
移
動
系
・
戸
別
受
信
機
な
ど

が
あ
る
が
、
こ
の
違
い
に
つ
い
て
お
伺

い
し
た
い
。
三
点
目
、
こ
れ
ら
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
も
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
部
長

　防
災
行
政
無
線
に
は
大
き

く
二
つ
同
報
系
・
移
動
系
が
ご
ざ
い
ま

す
。
戸
別
受
信
機
は
災
害
時
要
援
護
者

等
の
世
帯
を
対
象
に
設
置
し
屋
外
ス
ピ

ー
カ
ー
と
同
じ
情
報
を
発
信
す
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
三
点
目
は
、
半
固
定

型
で
通
常
は
固
定
・
移
動
も
可
能
と
な

り
、
避
難
場
所
と
な
る
公
民
館
や
集
会

所
、
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
19
か
所
に
設

置
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問

　前
の
質
問
は
了
解
し
た
。
お
隣

の
北
茨
城
市
で
は
、
行
政
情
報
を
放
送

し
て
い
る
。
行
政
情
報
を
流
す
こ
と
に

よ
り
住
民
も
普
段
か
ら
屋
外
ス
ピ
ー
カ

ー
を
意
識
す
る
こ
と
に
な
り
災
害
発
生

時
ば
か
り
で
は
な
く
、
防
災
も
大
切
、

熱
中
症
に
よ
り
命
を
落
と
す
方
も
い
る
。

乾
燥
に
よ
り
大
火
事
の
発
生
も
懸
念
さ

れ
る
。
そ
う
し
た
注
意
喚
起
も
で
き
る

と
思
う
が
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

　高
萩
市
で
は
、
防
災
行
政

無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
音
声
は
非
常

事
態
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

震
度
５
以
上
の
地
震
、
津
波
注
意
報
な

ど
。

大
森
要
二 

議
員

東小学校
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一 般 質 問一 般 質 問

中
心
市
街
地
の

　
　活
性
化
に
つ
い
て

質
問

　①
高
萩
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
空
洞
化
の
解
消

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
駅
周
辺
市
街
地

に
つ
い
て
は
、
生
活
支
援
、
に
ぎ
わ
い
、

交
流
、
交
通
結
節
機
能
な
ど
、
中
心
市

街
地
が
有
す
る
基
本
的
機
能
の
再
生
を

行
う
。
」
と
し
て
い
る
が
、
中
心
市
街
地

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

②
常
磐
線
の
東
京
駅
乗
り
入
れ
と
高
萩

駅
利
用
者
の
増
加
策
に
つ
い
て
伺
う
。

③
中
心
市
街
地
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
駐

車
場
に
つ
い
て
伺
う
。

④
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
１
号
安
良

川
下
手
綱
線
、
３
・
５
・
２
号
高
萩
停

車
場
線
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

市
長

　本
市
で
は
「
こ
こ
ろ
の
里
シ
テ

ィ
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
る
が
、
中

心
市
街
地
は
暮
ら
し
の
里
と
し
て
土
地

利
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
必
要
な

手
を
打
っ
て
い
く
。
常
磐
線
の
乗
り
入

れ
に
つ
い
て
は
、
期
成
同
盟
に
お
い
て

要
望
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
幹
部
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
も
要
望
す
る
。

経
営
戦
略
部
長

　中
心
市
街
地
で
イ
ベ

ン
ト
会
場
と
し
て
使
用
で
き
る
公
共
施

設
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
と
高
萩
市
商
工

会
が
運
営
す
る
高
萩
や
す
ん
で
っ
亭
の

２
か
所
で
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
は
９
台
分
。
や
す
ん
で
っ
亭

で
は
春
日
町
児
童
公
園
東
側
の
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
を
30
分
間
無
料
で
駐
車
で

き
る
。

建
設
経
済
部
長

　両
路
線
と
も
高
萩
市

街
地
に
お
い
て
重
要
な
道
路
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
高
萩
停
車
場
線
は
高
萩
駅

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
す
る
路
線
で
あ

り
、
粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね
、
地
権
者

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

田
所
和
雄 

議
員

常
陸
国
風
土
記

勅
撰
１
３
０
０
年
祭
に
つ
い
て

質
問

　開
催
が
ど
の
よ
う
に
誇
り
創
出

に
つ
な
が
っ
た
か
、
開
催
の
成
果
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

市
長

　多
珂
の
国
が
か
つ
て
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
市
民
の
方
々
が
知
っ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
通
じ
て
郷
土
愛
と
か

誇
り
を
高
め
る
一
助
に
な
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

市
長
公
室
長

　茨
城
県
を
思
う
多
く
の

方
々
と
連
携
し
、
常
陸
国
の
魅
力
を
発

信
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
心
安
全
な

　ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問

　大
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫
対
策
と

し
て
、
高
萩
工
事
事
務
所
と
ど
う
い
う

や
り
と
り
を
行
っ
て
い
る
か
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

建
設
経
済
部
長

　県
と
の
立
ち
会
い
を

行
い
、
現
況
の
確
認
を
し
、
適
切
な
河

川
管
理
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

質
問

　島
名
地
内
の
大
友
製
作
所
か
ら

だ
る
ま
や
商
店
に
通
じ
る
道
路
、
高
萩

ク
リ
ニ
ッ
ク
付
近
か
ら
県
道
い
わ
き
線

に
通
じ
る
道
路
の
舗
装
改
修
を
す
る
予

定
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

建
設
経
済
部
長

　大
友
製
作
所
付
近
か

ら
だ
る
ま
や
商
店
付
近
に
つ
き
ま
し
て

は
平
成
26
年
３
月
末
の
水
道
工
事
完
了

後
、
計
画
的
に
修
繕
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
萩
ク
リ
ニ
ッ
ク
入
口
か
ら
県
道
い
わ

き
線
ま
で
の
間
に
つ
き
ま
し
て
も
、
余

震
等
で
少
し
ず
つ
地
盤
が
沈
下
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
修
繕
し
て
ま

い
り
ま
す
。

放
射
能
と
原
発
に
つ
い
て

放
射
能
危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て

質
問

　放
射
能
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
１
年
に
な
り

ま
す
。
政
権
交
代
が
あ
り
環
境
副
大
臣

が
来
庁
し
て
の
コ
メ
ン
ト
は
「
選
定
は

仕
切
り
直
し
、
手
順
を
踏
み
な
が
ら
進

め
て
い
く
が
、
高
萩
市
を
排
除
す
る
も

の
で
は
な
い
」
と
の
説
明
で
し
た
。
そ

の
後
２
回
に
わ
た
る
県
内
各
市
町
村
長

会
議
の
中
で
、
環
境
省
は
「
改
め
て
県

内
で
処
理
を
す
る
考
え
で
あ
る
」
と
提

示
し
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
に
つ
い

て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
考
察
を
お
持

ち
で
す
か
。

市
長  

指
定
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
、

ま
た
、
最
終
処
分
場
に
お
い
て
も
、
国

の
責
任
で
行
う
も
の
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
答
弁
し
て
き
た
と
お
り
で
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
市
町
村
長
会
議
の
場

で
、
し
か
る
べ
き
対
応
を
し
て
い
く
。

質
問

　市
長
は
、
老
朽
化
し
た
東
海
第

二
原
発
、
そ
の
原
発
か
ら
30
㎞
圏
内
に

位
置
す
る
高
萩
市
民
の
生
活
と
命
、
そ

し
て
安
全
で
安
住
を
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
。
原
発
を
廃
炉
に
す
べ
き
か
、

再
稼
働
を
容
認
す
る
の
か
。

市
長

　原
子
力
政
策
に
つ
い
て
は
、
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
、
国
の
中
で
結

論
を
出
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

 

甲
状
腺
超
音
波
検
査
に
つ
い
て

質
問

　５
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
検
診
の

中
で
、
経
過
観
察
・
要
精
密
検
査
の
結

果
が
出
ま
し
た
。
注
目
す
る
要
件
で
あ

り
次
年
度
も
継
続
的
に
実
施
す
る
計
画

は
。
ま
た
、
検
査
結
果
の
公
表
、
さ
ら

に
啓
蒙
活
動
の
展
開
を
。
一
人
で
も
多

く
の
市
民
に
受
診
を
！

健
康
福
祉
部
長

　市
の
単
独
事
業
で
実

施
は
難
し
い
。
公
表
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
毎
月
公
表
し
、
市
報
や
た
か
は
ぎ

Ｆ
Ｍ
等
の
広
報
媒
体
を
利
用
し
て
、
随

時
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
の
各
教
室
授
業
中
の
暑
さ

　対
策
に
つ
い
て

○
市
内
の
防
犯
灯
整
備
に
つ
い
て

我
妻
康
伸 

議
員

小
宅

　誠 

議
員

災
害
時
の

　
　情
報
発
信
に
つ
い
て

Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
た
災
害
時
の
情
報
の

整
備
に
つ
い
て

質
問

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
非
常
時

の
情
報
収
集
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。
ま
た
、
災
害
時
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
等
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
さ

れ
て
い
る
の
か
。
災
害
時
、
Ｆ
Ｍ
局
に

は
ど
の
よ
う
に
行
政
よ
り
指
示
・
指
導

さ
れ
る
の
か
を
聞
く
。

市
長
公
室
長

　た
か
は
ぎ
Ｆ
Ｍ
は
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
情
報
伝
達
が

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
省
と
し
、

多
重
な
情
報
手
段
の
確
保
の
た
め
整
備

し
た
も
の
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
市
民

へ
迅
速
か
つ
的
確
に
情
報
を
最
優
先
に

放
送
す
る
。

　放
送
す
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
Ｆ
Ｍ

局
へ
通
達
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
対

処
に
時
間
的
余
裕
が
な
い
大
規
模
な
災

害
等
は
、
Ｊ
―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
と
の
連
動
よ
り
、

強
制
的
に
自
動
放
送
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
。
市
の
災
害
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
た
場
合
は
、
Ｆ
Ｍ
局
は
本

部
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
万
が
一
、

通
信
設
備
が
機
能
し
な
く
て
も
、
双
方

に
お
い
て
徒
歩
で
の
情
報
入
手
・
伝
達

が
可
能
で
あ
る
。

　非
常
時
の
情
報
収
集
は
、
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
災
害
対
策
本
部
の
広

報
班
（
秘
書
広
報
課
）
と
連
携
し
、
情

報
提
供
を
受
け
て
放
送
す
る
。
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

は
、
異
常
気
象
情
報
や
緊
急
災
害
時
を

想
定
し
た
も
の
を
作
成
し
て
お
り
、
Ｆ

Ｍ
の
職
員

が
不
在
で

も
随
時
、

市
職
員
等

も
対
応
で

き
る
よ
う
、

Ｆ
Ｍ
局
内

に
設
置
し

て
い
る
。

大
足
光
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議
員

常陽銀行横の一方通行
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一 般 質 問一 般 質 問

中
心
市
街
地
の

　
　活
性
化
に
つ
い
て

質
問

　①
高
萩
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
空
洞
化
の
解
消

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
駅
周
辺
市
街
地

に
つ
い
て
は
、
生
活
支
援
、
に
ぎ
わ
い
、

交
流
、
交
通
結
節
機
能
な
ど
、
中
心
市

街
地
が
有
す
る
基
本
的
機
能
の
再
生
を

行
う
。
」
と
し
て
い
る
が
、
中
心
市
街
地

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

②
常
磐
線
の
東
京
駅
乗
り
入
れ
と
高
萩

駅
利
用
者
の
増
加
策
に
つ
い
て
伺
う
。

③
中
心
市
街
地
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
駐

車
場
に
つ
い
て
伺
う
。

④
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
１
号
安
良

川
下
手
綱
線
、
３
・
５
・
２
号
高
萩
停

車
場
線
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

市
長

　本
市
で
は
「
こ
こ
ろ
の
里
シ
テ

ィ
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
る
が
、
中

心
市
街
地
は
暮
ら
し
の
里
と
し
て
土
地

利
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
必
要
な

手
を
打
っ
て
い
く
。
常
磐
線
の
乗
り
入

れ
に
つ
い
て
は
、
期
成
同
盟
に
お
い
て

要
望
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
幹
部
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
も
要
望
す
る
。

経
営
戦
略
部
長

　中
心
市
街
地
で
イ
ベ

ン
ト
会
場
と
し
て
使
用
で
き
る
公
共
施

設
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
と
高
萩
市
商
工

会
が
運
営
す
る
高
萩
や
す
ん
で
っ
亭
の

２
か
所
で
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
は
９
台
分
。
や
す
ん
で
っ
亭

で
は
春
日
町
児
童
公
園
東
側
の
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
を
30
分
間
無
料
で
駐
車
で

き
る
。

建
設
経
済
部
長

　両
路
線
と
も
高
萩
市

街
地
に
お
い
て
重
要
な
道
路
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
高
萩
停
車
場
線
は
高
萩
駅

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
す
る
路
線
で
あ

り
、
粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね
、
地
権
者

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

田
所
和
雄 

議
員

常
陸
国
風
土
記

勅
撰
１
３
０
０
年
祭
に
つ
い
て

質
問

　開
催
が
ど
の
よ
う
に
誇
り
創
出

に
つ
な
が
っ
た
か
、
開
催
の
成
果
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

市
長

　多
珂
の
国
が
か
つ
て
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
市
民
の
方
々
が
知
っ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
通
じ
て
郷
土
愛
と
か

誇
り
を
高
め
る
一
助
に
な
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

市
長
公
室
長

　茨
城
県
を
思
う
多
く
の

方
々
と
連
携
し
、
常
陸
国
の
魅
力
を
発

信
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
心
安
全
な

　ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問

　大
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫
対
策
と

し
て
、
高
萩
工
事
事
務
所
と
ど
う
い
う

や
り
と
り
を
行
っ
て
い
る
か
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

建
設
経
済
部
長

　県
と
の
立
ち
会
い
を

行
い
、
現
況
の
確
認
を
し
、
適
切
な
河

川
管
理
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

質
問

　島
名
地
内
の
大
友
製
作
所
か
ら

だ
る
ま
や
商
店
に
通
じ
る
道
路
、
高
萩

ク
リ
ニ
ッ
ク
付
近
か
ら
県
道
い
わ
き
線

に
通
じ
る
道
路
の
舗
装
改
修
を
す
る
予

定
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

建
設
経
済
部
長

　大
友
製
作
所
付
近
か

ら
だ
る
ま
や
商
店
付
近
に
つ
き
ま
し
て

は
平
成
26
年
３
月
末
の
水
道
工
事
完
了

後
、
計
画
的
に
修
繕
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
萩
ク
リ
ニ
ッ
ク
入
口
か
ら
県
道
い
わ

き
線
ま
で
の
間
に
つ
き
ま
し
て
も
、
余

震
等
で
少
し
ず
つ
地
盤
が
沈
下
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
修
繕
し
て
ま

い
り
ま
す
。

放
射
能
と
原
発
に
つ
い
て

放
射
能
危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て

質
問

　放
射
能
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
１
年
に
な
り

ま
す
。
政
権
交
代
が
あ
り
環
境
副
大
臣

が
来
庁
し
て
の
コ
メ
ン
ト
は
「
選
定
は

仕
切
り
直
し
、
手
順
を
踏
み
な
が
ら
進

め
て
い
く
が
、
高
萩
市
を
排
除
す
る
も

の
で
は
な
い
」
と
の
説
明
で
し
た
。
そ

の
後
２
回
に
わ
た
る
県
内
各
市
町
村
長

会
議
の
中
で
、
環
境
省
は
「
改
め
て
県

内
で
処
理
を
す
る
考
え
で
あ
る
」
と
提

示
し
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
に
つ
い

て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
考
察
を
お
持

ち
で
す
か
。

市
長  

指
定
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
、

ま
た
、
最
終
処
分
場
に
お
い
て
も
、
国

の
責
任
で
行
う
も
の
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
答
弁
し
て
き
た
と
お
り
で
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
市
町
村
長
会
議
の
場

で
、
し
か
る
べ
き
対
応
を
し
て
い
く
。

質
問

　市
長
は
、
老
朽
化
し
た
東
海
第

二
原
発
、
そ
の
原
発
か
ら
30
㎞
圏
内
に

位
置
す
る
高
萩
市
民
の
生
活
と
命
、
そ

し
て
安
全
で
安
住
を
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
。
原
発
を
廃
炉
に
す
べ
き
か
、

再
稼
働
を
容
認
す
る
の
か
。

市
長

　原
子
力
政
策
に
つ
い
て
は
、
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
、
国
の
中
で
結

論
を
出
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

 

甲
状
腺
超
音
波
検
査
に
つ
い
て

質
問

　５
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
検
診
の

中
で
、
経
過
観
察
・
要
精
密
検
査
の
結

果
が
出
ま
し
た
。
注
目
す
る
要
件
で
あ

り
次
年
度
も
継
続
的
に
実
施
す
る
計
画

は
。
ま
た
、
検
査
結
果
の
公
表
、
さ
ら

に
啓
蒙
活
動
の
展
開
を
。
一
人
で
も
多

く
の
市
民
に
受
診
を
！

健
康
福
祉
部
長

　市
の
単
独
事
業
で
実

施
は
難
し
い
。
公
表
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
毎
月
公
表
し
、
市
報
や
た
か
は
ぎ

Ｆ
Ｍ
等
の
広
報
媒
体
を
利
用
し
て
、
随

時
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
の
各
教
室
授
業
中
の
暑
さ

　対
策
に
つ
い
て

○
市
内
の
防
犯
灯
整
備
に
つ
い
て

我
妻
康
伸 

議
員

小
宅

　誠 

議
員

災
害
時
の

　
　情
報
発
信
に
つ
い
て

Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
た
災
害
時
の
情
報
の

整
備
に
つ
い
て

質
問

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
非
常
時

の
情
報
収
集
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。
ま
た
、
災
害
時
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
等
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
さ

れ
て
い
る
の
か
。
災
害
時
、
Ｆ
Ｍ
局
に

は
ど
の
よ
う
に
行
政
よ
り
指
示
・
指
導

さ
れ
る
の
か
を
聞
く
。

市
長
公
室
長

　た
か
は
ぎ
Ｆ
Ｍ
は
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
情
報
伝
達
が

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
省
と
し
、

多
重
な
情
報
手
段
の
確
保
の
た
め
整
備

し
た
も
の
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
市
民

へ
迅
速
か
つ
的
確
に
情
報
を
最
優
先
に

放
送
す
る
。

　放
送
す
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
Ｆ
Ｍ

局
へ
通
達
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
対

処
に
時
間
的
余
裕
が
な
い
大
規
模
な
災

害
等
は
、
Ｊ
―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
と
の
連
動
よ
り
、

強
制
的
に
自
動
放
送
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
。
市
の
災
害
対
策
本
部

が
設
置
さ
れ
た
場
合
は
、
Ｆ
Ｍ
局
は
本

部
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
万
が
一
、

通
信
設
備
が
機
能
し
な
く
て
も
、
双
方

に
お
い
て
徒
歩
で
の
情
報
入
手
・
伝
達

が
可
能
で
あ
る
。

　非
常
時
の
情
報
収
集
は
、
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
災
害
対
策
本
部
の
広

報
班
（
秘
書
広
報
課
）
と
連
携
し
、
情

報
提
供
を
受
け
て
放
送
す
る
。
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

は
、
異
常
気
象
情
報
や
緊
急
災
害
時
を

想
定
し
た
も
の
を
作
成
し
て
お
り
、
Ｆ

Ｍ
の
職
員

が
不
在
で

も
随
時
、

市
職
員
等

も
対
応
で

き
る
よ
う
、

Ｆ
Ｍ
局
内

に
設
置
し

て
い
る
。
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員
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一般質問・討　論 ほか特 別 委 員 会 報 告

新庁舎建設予定地（旧庁舎跡地）

パソコンに表示された委員会の様子。

高萩市議会ホームページの

「委員会映像配信（USTREAM)」をクリックして

ください。

議会改革等調査特別委員会

震災復興等対策特別委員会

委員会審査をネット配信
　・コミュニティＦＭ放送で実施
委員会審査をネット配信
　・コミュニティＦＭ放送で実施

新庁舎建設を調査検討新庁舎建設を調査検討

国
体
に
つ
い
て

質
問

　平
成
31
年
開
催
予
定
の
第
74
回

国
民
体
育
大
会
に
お
い
て
、
本
市
で
の

開
催
予
定
競
技
の
会
場
及
び
関
連
施
設

等
の
現
況
・
改
修
計
画
等
を
伺
う
。

教
育
部
長  

国
体
の
競
技
種
目
は
、
軟
式

野
球
と
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
開

催
承
認
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
11
月
に

正
規
視
察
が
あ
り
、
現
在
、
県
関
係
部

署
と
調
整
し
、
視
察
資
料
の
作
成
を
行

っ
て
い
る
。
課
題
と
し
て
、
は
ぎ
ま
ろ

球
場
の
改
修
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
は
文
化
会
館
が
主
会
場
と
な
る
が
、

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
会
場
と
練
習
会

場
の
確
保
が
必
要
。
改
修
計
画
は
、
は

ぎ
ま
ろ
球
場
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
等
の
改
修
・
整
備
の
必
要
性
。

ま
た
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
本

会
場
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
県
関

係
部
署
と
調
整
中
で
あ
る
。
更
に
は
、

本
市
と
し
て
も
県
民
総
参
加
の
機
運
を

高
め
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
く
。

市
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問

　秋
山
小
中
学
区
、
島
名
地
区
の

市
道
と
市
街
地
大
和
町
地
内
の
各
交
差

点
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
経
済
部
長

　市
道
２
１
７
号
線
、

だ
る
ま
や
商
店
先
か
ら
旧
昭
和
興
産
付

近
の
市
道
に
つ
い
て
は
、
路
肩
に
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
及
び
学
童
注
意
の
路
面
標

識
等
の
設
置
が
考
え
ら
れ
、
現
場
の
状

況
を
調
査
し
な
が
ら
安
全
対
策
を
実
施

し
た
い
。
ま
た
、
大
和
町
地
内
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
交
差
点
を
強
調
し
た
路

面
標
示
や
交
差
点
内
の
カ
ラ
ー
舗
装
等

が
考
え
ら
れ
、
一
旦
停
止
を
無
視
す
る

交
差
点
に
つ
い
て
は
、
警
察
に
取
り
締

ま
り
の
強
化
を
要
望
す
る
。

飯
田
毅
昭 

議
員

討

　
論

討

　
論

議
案
第
64
号

　平
成
24
年
度
高
萩
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

反
対
討
論

平

　正
三 

議
員

　反
対
討
論
を
述
べ
る
。

　一
つ
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

た
施
設
使
用
料
の
改
正
問
題
で
あ
る
。

　原
価
に
建
設
費
を
含
め
て
使
用
料
の
算

出
を
行
え
ば
、
市
民
に
二
重
の
負
担
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
、
負
担
の
公
平
性
か
ら

も
施
設
使
用
料
の
算
出
方
法
と
し
て
適
切

で
は
な
く
、
す
み
や
か
に
改
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　二
つ
は
、
市
報
等
の
新
聞
折
込
み
に
よ

る
配
布
問
題
で
あ
る
。

　財
政
健
全
化
に
よ
り
、
常
会
長
手
当
を

平
成
20
年
度
に
廃
止
し
た
た
め
、
平
成
22

年
度
か
ら
新
聞
折
込
み
に
変
更
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
常
会
の
崩
壊
現

象
が
起
き
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
。

　平
成
25
年
度
９
月
補
正
予
算
の
結
果
、

常
会
配
布
と
比
較
し
１
２
９
万
３
千
円
も

高
く
な
り
、
財
政
健
全
化
計
画
の
効
果
が

全
く
失
わ
れ
た
。

　東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と
し
て
、
地
域

住
民
同
士
が
力
を
合
わ
せ
て
助
け
合
う
組

織
と
し
て
、
常
会
組
織
の
必
要
性
が
改
め

て
認
識
さ
れ
た
。

　現
在
の
市
報
等
の
新
聞
折
込
み
に
よ
る

配
布
は
再
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　報告第10号、議案第46号から議案第72号まで、政治倫理委員会について、意見書案第２

号、意見書案第３号について採決の結果、議案第64号、議案第65号、議案第66号について

は賛成多数により、その他については全員賛成により承認、可決または決議されました。

採　　　 択

継 続 審 査

請願・陳情の審議結果

議 案 等 審 議 結 果

教育予算の拡充を求める請願

サッカー場設置に関する陳情書

　議会改革の一環として、すでに市民に開かれた

議会として、本会議のネット配信・コミュニティ

ＦＭ放送を行っていますが、９月定例会から委員

会審査のネット配信・コミュニティＦＭ放送を実

施しています。

　ネット配信は、ユーストリーム社のインター

ネットストリーミングサービス（無料）を利用し

て行います。

　ネット配信を行う委員会は常任委員会及び特別

委員会（議会だより編集特別委員会を除く）の会

議となっております。ライブ配信は会議の開始か

ら終了まで、録画配信は会議の終了から90日間配

信します。

　コミュニティＦＭ放送は、総務建設経済委員

会、文教厚生委員会の各常任委員会の審査状況を

会議開始から終了まで放送します。

　多くの市民の皆さんの視聴をお願いします。

　現在、議会改革等調査特別委員会は、さらなる

議会改革を進めるために、議会の憲法と言われる

議会基本条例制定を目標に議論を進めています。

　新庁舎建設について、市長から本庁舎再建基本

計画（案）が示されましたので、委員会として提

言書をまとめ９月20日付で市長に提出しました。

以下提言内容です。

　　　　　　　　　　記

１　建設費は極力抑えること

２　ランニングコストを低減する設計にすること

３　機能的デザインを重視すること

４　機能面及び使い方など、他施設と重複しない

　ようにすること

５　プランニングは提案型で行うこと

６　本来の行政業務を最優先し、超効率化を目指

　すこと

７　各種相談での来庁者のプライバシーを考慮す

　ること

８　新庁舎建設審査会を設置すること

平成25年度内　設計者決定から基本設計

　　26年度内　実施設計

　　27年から　建設工事開始

　　28年度末　竣工予定

新庁舎建設の今後のスケジュール

はぎまろ球場

島名地内市道217号線
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一般質問・討　論 ほか特 別 委 員 会 報 告

新庁舎建設予定地（旧庁舎跡地）

パソコンに表示された委員会の様子。

高萩市議会ホームページの

「委員会映像配信（USTREAM)」をクリックして

ください。

議会改革等調査特別委員会

震災復興等対策特別委員会

委員会審査をネット配信
　・コミュニティＦＭ放送で実施
委員会審査をネット配信
　・コミュニティＦＭ放送で実施

新庁舎建設を調査検討新庁舎建設を調査検討

国
体
に
つ
い
て

質
問

　平
成
31
年
開
催
予
定
の
第
74
回

国
民
体
育
大
会
に
お
い
て
、
本
市
で
の

開
催
予
定
競
技
の
会
場
及
び
関
連
施
設

等
の
現
況
・
改
修
計
画
等
を
伺
う
。

教
育
部
長  

国
体
の
競
技
種
目
は
、
軟
式

野
球
と
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
開

催
承
認
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
11
月
に

正
規
視
察
が
あ
り
、
現
在
、
県
関
係
部

署
と
調
整
し
、
視
察
資
料
の
作
成
を
行

っ
て
い
る
。
課
題
と
し
て
、
は
ぎ
ま
ろ

球
場
の
改
修
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
は
文
化
会
館
が
主
会
場
と
な
る
が
、

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
会
場
と
練
習
会

場
の
確
保
が
必
要
。
改
修
計
画
は
、
は

ぎ
ま
ろ
球
場
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
等
の
改
修
・
整
備
の
必
要
性
。

ま
た
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
本

会
場
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
県
関

係
部
署
と
調
整
中
で
あ
る
。
更
に
は
、

本
市
と
し
て
も
県
民
総
参
加
の
機
運
を

高
め
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
く
。

市
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問

　秋
山
小
中
学
区
、
島
名
地
区
の

市
道
と
市
街
地
大
和
町
地
内
の
各
交
差

点
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
経
済
部
長

　市
道
２
１
７
号
線
、

だ
る
ま
や
商
店
先
か
ら
旧
昭
和
興
産
付

近
の
市
道
に
つ
い
て
は
、
路
肩
に
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
及
び
学
童
注
意
の
路
面
標

識
等
の
設
置
が
考
え
ら
れ
、
現
場
の
状

況
を
調
査
し
な
が
ら
安
全
対
策
を
実
施

し
た
い
。
ま
た
、
大
和
町
地
内
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
交
差
点
を
強
調
し
た
路

面
標
示
や
交
差
点
内
の
カ
ラ
ー
舗
装
等

が
考
え
ら
れ
、
一
旦
停
止
を
無
視
す
る

交
差
点
に
つ
い
て
は
、
警
察
に
取
り
締

ま
り
の
強
化
を
要
望
す
る
。

飯
田
毅
昭 

議
員

討

　
論

討

　
論

議
案
第
64
号

　平
成
24
年
度
高
萩
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

反
対
討
論

平

　正
三 

議
員

　反
対
討
論
を
述
べ
る
。

　一
つ
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

た
施
設
使
用
料
の
改
正
問
題
で
あ
る
。

　原
価
に
建
設
費
を
含
め
て
使
用
料
の
算

出
を
行
え
ば
、
市
民
に
二
重
の
負
担
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
、
負
担
の
公
平
性
か
ら

も
施
設
使
用
料
の
算
出
方
法
と
し
て
適
切

で
は
な
く
、
す
み
や
か
に
改
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　二
つ
は
、
市
報
等
の
新
聞
折
込
み
に
よ

る
配
布
問
題
で
あ
る
。

　財
政
健
全
化
に
よ
り
、
常
会
長
手
当
を

平
成
20
年
度
に
廃
止
し
た
た
め
、
平
成
22

年
度
か
ら
新
聞
折
込
み
に
変
更
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
常
会
の
崩
壊
現

象
が
起
き
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
。

　平
成
25
年
度
９
月
補
正
予
算
の
結
果
、

常
会
配
布
と
比
較
し
１
２
９
万
３
千
円
も

高
く
な
り
、
財
政
健
全
化
計
画
の
効
果
が

全
く
失
わ
れ
た
。

　東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と
し
て
、
地
域

住
民
同
士
が
力
を
合
わ
せ
て
助
け
合
う
組

織
と
し
て
、
常
会
組
織
の
必
要
性
が
改
め

て
認
識
さ
れ
た
。

　現
在
の
市
報
等
の
新
聞
折
込
み
に
よ
る

配
布
は
再
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　報告第10号、議案第46号から議案第72号まで、政治倫理委員会について、意見書案第２

号、意見書案第３号について採決の結果、議案第64号、議案第65号、議案第66号について

は賛成多数により、その他については全員賛成により承認、可決または決議されました。

採　　　 択

継 続 審 査

請願・陳情の審議結果

議 案 等 審 議 結 果

教育予算の拡充を求める請願

サッカー場設置に関する陳情書

　議会改革の一環として、すでに市民に開かれた

議会として、本会議のネット配信・コミュニティ

ＦＭ放送を行っていますが、９月定例会から委員

会審査のネット配信・コミュニティＦＭ放送を実

施しています。

　ネット配信は、ユーストリーム社のインター

ネットストリーミングサービス（無料）を利用し

て行います。

　ネット配信を行う委員会は常任委員会及び特別

委員会（議会だより編集特別委員会を除く）の会

議となっております。ライブ配信は会議の開始か

ら終了まで、録画配信は会議の終了から90日間配

信します。

　コミュニティＦＭ放送は、総務建設経済委員

会、文教厚生委員会の各常任委員会の審査状況を

会議開始から終了まで放送します。

　多くの市民の皆さんの視聴をお願いします。

　現在、議会改革等調査特別委員会は、さらなる

議会改革を進めるために、議会の憲法と言われる

議会基本条例制定を目標に議論を進めています。

　新庁舎建設について、市長から本庁舎再建基本

計画（案）が示されましたので、委員会として提

言書をまとめ９月20日付で市長に提出しました。

以下提言内容です。

　　　　　　　　　　記

１　建設費は極力抑えること

２　ランニングコストを低減する設計にすること

３　機能的デザインを重視すること

４　機能面及び使い方など、他施設と重複しない

　ようにすること

５　プランニングは提案型で行うこと

６　本来の行政業務を最優先し、超効率化を目指

　すこと

７　各種相談での来庁者のプライバシーを考慮す

　ること

８　新庁舎建設審査会を設置すること

平成25年度内　設計者決定から基本設計

　　26年度内　実施設計

　　27年から　建設工事開始

　　28年度末　竣工予定

新庁舎建設の今後のスケジュール

はぎまろ球場

島名地内市道217号線



　多
く
の
皆
様
に
、
議
会
を
「
見

て
・
聞
い
て
・
読
ん
で
」
と
、
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
、Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
議
会
の

実
況
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
随
所

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　広
報
媒
体
と
し
て
は
、
今
、
皆

様
に
お
読
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
「
市
議
会
だ
よ
り
」
が
あ
り
ま
す
。

私
も
「
だ
よ
り
」
の
委
員
と
し
て
、

市
内
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
と
い

う
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、
ど
う

す
れ
ば
議
会
が
活
動
し
て
い
る
姿

を
正
確
に
、
分
か
り
や
す
く
伝
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
力

を
合
わ
せ
、
試
行
錯
誤
し
今
後
も
、

市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
制
作
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　

 

（
大
足
光
司 

記
）

○議会本会議・委員会をインターネッ
トで生中継します。また、録画を見る
ことができます。
　［たかはぎＦＭ(76.8MHz)でも本会議
と常任委員会の放送をしています］
○会議録の閲覧・検索ができます。平
成21年からの会議録が対象となりま
す。第３回定例会の会議録は、11月
下旬に閲覧可能となります。

高萩市議会 検索

　私は仕事の都合で議会を傍聴することが出来な
かったのですが、最近ＦＭラジオやインターネッ
トで放送されるようになり、仕事の合間でも議会
の様子を見聞きできるようになったことは、とて
も良いことだと思います。
　最近では、携帯電話やパソコン等も各年層に普
及され、暮らしの中でも必要な情報が誰でも簡単
に得られるシステムツールが活用されるようにも
なりました。
　そのように、いつでも何処でもリアルタイムで、
市の様子や、議会の様子、または、議員活動の情
報等、議員の皆様もこれらの情報システムを積極
的に活用されてはいかがでしょうか。情報環境を
整えれば、もっと市民に分かりやすくなるかと思
います。また、それらを市民が見聞することによ
り、もっと新しい発想もうまれ、市民の声も市政・
行政に広く繋がるようになるかと思います。
　市民は、各議員の活動や考えが分からないこと
もあり、様々な情報手段を活用して、広く聞かせ
てほしいと思います。
　また、議会の中での発言や質問で、議員各々の
考えはあるとは思いますが、市民の代表者である
のですから「まちのために、地域のために、そして
市民のために」を考えて行動していただきたいと思
います。

春日町　鈴木　健司さん

傍聴においでください議会のホームページ
をご覧ください

本会議　議案上程

本会議　一般質問　

本会議　一般質問

本会議　議案質疑　

文教厚生委員会

総務建設経済委員会

震災復興等対策特別委員会

議会改革等調査特別委員会　

本会議　採決

12月６日（金）

９日（月）

10日（火）

12日（木）

13日（金）

16日（月）

17日（火）

18日（水）

20日（金）

第４回定例会（12月）予定

※日程等が変更になることがあります。詳しいことは、

　議会事務局までお問い合わせください。

　私は、７年前に子供達に英語を教えるためＡＬ
Ｔとして、高萩にアメリカから来日しました。当
時は、日本語もあまり話せなくて困っていました
が、高萩のみなさんが言葉や文化等を教えて下さ
り、優しく親切にしてくれました。
　２年前の震災でアメリカに帰ろうかと思いまし
たが、子供達や親切にしてくれた方々、そして大
好きになった高萩のために何かをしたい。そのよ
うな気持ちが高まり、現在は高萩に大切な家族と
住所を得て、地域の方々とボランティア活動等を
も行いながら暮らしています。
　私の生まれたアメリカ、メリーランド州ボルチ
モアは、港や歴史的な観光スポットがある古いま
ちです。またスポーツも盛んです。ここに住んで
いる人々は、誰もがスポーツやエンターテイメン
ト、文化を愛し、自分たちの誇りとして言葉にし
ます。
　授業の時に「高萩は好きですか？」と子供達に聞
いてみると、好きという言葉があまり聞けません。
私は「なぜ？」と思います。産業、観光、歴史文化、
そして優しさがあるまちであるのに・・・。
　その言葉は、大人からも聞くときもあります。
　皆さんが生まれ育ったまちが心から愛せるまち
として、５年、10年先の未来を描き、明るく、誇
りに思う高萩となるように、私もこのまちで頑張
りたいです。

本町　クリストファー・ゴーディシュさん

2013年11月5日（ 14 ）

平成25年第3回定例会平成25年第3回定例会 まちなかパーティー2013まちなかパーティー2013 議
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